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関本高架橋(上り線)
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水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) 位置図

常磐自動車道
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事務所名
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位置図

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図 示

S=1:62500

注記）この図はGEOSPACE CDSプラス（電子地図）の地図をもとに大日本ダイヤコンサルタント株式会社が作成したもの。
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関本高架橋(上り線) 数量総括表
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関本高架橋(上り線) 耐震補強全体一般図(その1)
側 面 図 縮尺=1:500

平 面 図 縮尺=1:500
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凡 例

RC巻立て補強

炭素繊維巻立て補強

注記

1.完成図を基に作成している。
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関本高架橋(上り線) 耐震補強全体一般図(その2)
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常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

凡 例

RC巻立て補強

炭素繊維巻立て補強
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1.完成図を基に作成している。
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側 面 図 縮尺=1:500
関本高架橋(上り線) 耐震補強全体一般図(その3)

平 面 図 縮尺=1:500

単  距  離

追 加 距 離

地  盤  高

半 径

計  画  高

平面線形曲率図

測      点

片勾配摺付図

 曲線長

D.L= 35.00
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号
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大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

凡 例

RC巻立て補強

炭素繊維巻立て補強
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1.完成図を基に作成している。
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凡 例

RC巻立て補強

炭素繊維巻立て補強

注記

1.完成図を基に作成している。
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凡 例

RC巻立て補強

炭素繊維巻立て補強

注記

1.完成図を基に作成している。
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関本高架橋(上り線) P1橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図

正面図 側面図

平面図

上り線

2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。
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関本高架橋(上り線) P1橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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炭素繊維シート貼付方法 S=1:125
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3 3
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付
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4 4

鉛直方向
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7550

TYPE A

TYPE E

水平方向鉛直方向

炭素繊維重ね継ぎ手詳細図

200 500 200

隣り合う炭素繊維や重ねる炭素繊維の継ぎ手位置は 50cm以上離すものとする。

※　重ね継ぎ手が生じる場合のみ。

鉛直方向は隣り合う炭素繊維を付き合わせるものとする。

P2橋脚側A1橋台側

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。

7
0
0

5
90
0
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4025
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975975

関本高架橋(上り線) P2橋脚 RC巻立て補強構造一般図

σ  = 240kg/cm 

コンクリート設計基準強度

ck既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD302

鉄筋種別

σ  =  30 N/mm ck補強部コンクリート SD3452
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柱補強部施工

b部詳細図 縮尺=1:25

a部詳細図 縮尺=1:25
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柱補強部施工
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平面図
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RC巻立て RC巻立て RC巻立て

縮尺=1:250

1
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2
60
0

4
20
0

1225 7550 1225

10000
既設コンクリート

関本高架橋(上り線) P2橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

3
0

P3橋脚側P1橋脚側 P3橋脚側P1橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

関本高架橋(上り線) P2橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.

2
40
0

2.916%

250 250

8050
2
2
7
0
0

4
0
0

2
5
5
0
0

5
0
0

1
9
0
0

250 250

2900

12003775

10000

11000

4200 2600 4200

2
2
7
0
0

4
0
0

3775

139.5 110.5

5
0

1
4
9
@
1
5
0
=2
2
3
5
0

1
0
0

1
0
0
1
0
0

D16152-C 5

110.5
164.5

12@300=3600 150

5
0

1
4
9
@
1
5
0
=2
2
3
5
0

1
0
0

1
0
01
0
0

2
2
7
0
0

4
0
0

2
5
5
0
0

5
0
0

1
9
0
0

5
0

1
4
9
@
1
5
0
=2
2
3
5
0

1
0
0

1
0
0 1
00

1
9
0
0

2
2
7
0
0

4
0
0

5
0

1
4
9
@
1
5
0
=2
2
3
5
0

1
0
0

1
0
01
0
0

1200

139.5110.5 110.5
289.5

3@300
=900

150

D16152-C 5

5
0
0

D29C 4 D29C 1

1 - 1 2 - 2 3 - 3 4 - 4

D297-C 2

D297-C 1

D29C 2

D292-C 3

D292-C 4

110.5
164.5

25@300=7500
164.5

110.5

250

8050

7550 250

1
10
.
5

2
8
9
.5

7
@
3
00
=
2
1
0
0

2
89
.
5

1
1
0
.
5

2
5
0

2
9
0
0

2
4
0
0

2
50

D2914-C 1

D2914-C 2

D2914-C 1

D2914-C 2

D294-C 3

D294-C 4

D294-C 3

D294-C 4

D16C 5

D16C 5

5 - 5

3

3

位 置 図

2 2

4

4

1 1

5 5

a 部
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110.5139.5

250既設柱
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a部詳細図 縮尺=1:25

2.00%
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既設柱

D16C 5

D29C 1 C 4～

関本高架橋(上り線) P2橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

8200
kg

D29

13304
kg

<304>合 計

5104 " <304>D16

(72)

(72)

ガス圧接 フレアー溶接

-

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.

G はガス圧接を示す。注)

を示す。

3000

2
7
2
4

5074

C 5 304-D16x10760 200

200

D16C 5

関本高架橋(上り線) P2橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125

C 1 -1 D29 (28)

C 1 -2 D29

C 2 -1 D29 (28)

C 2 -2 D29

C 3 -1 D29 (8)

C 3 -2 D29

C 4 -1 D29 (8)

C 4 -2 D29

C 5 D16 10760 304 1.56 16.79 5104 <304>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

A 1 D13 240 550 0.995 0.239 131

131

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

131
kg

合 計 D13

550削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

-

鉄筋質量表 

kg

kg

12000 28 5.04 60.48 1693

10600 28 5.04 53.42 1496

10600 28 5.04 53.42 1496

12000 28 5.04 60.48 1693

12000 8 5.04 60.48 484

10600 8 5.04 53.42 427

10600 8 5.04 53.42 427

12000 8 5.04 60.48 484

13304

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

139.5

250

110.5

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

1
0
0

組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
D29

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
1
8

(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)

121

6
1

61

R39

A 1 550-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

関本高架橋(上り線) P2橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P3橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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10000

σ  = 240kg/cm ck
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σ  =  30 N/mm ck
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関本高架橋(上り線) P3橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

巻
立
て
高

さ

2.00%

4
0
0
(
柱

中
心
)

シール材

既設コンクリート

30

3
0

P4橋脚側P3橋脚側 P4橋脚側P3橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

関本高架橋(上り線) P3橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
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位 置 図

2 2
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a 部

とする。

100 2400 100

3.176%

かぶり詳細図 縮尺=1:25

110.5139.5

250既設柱

80

D29C 1

D16C 5

88

C 4～

a部詳細図 縮尺=1:25

2.00%

110.5 139.5

1
0
0
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8
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7

既設柱

D16C 5

D29C 1 C 4～

関本高架橋(上り線) P3橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.
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径
θ=45°θ＞90°θ≦90°

R=5.5φ
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

8200
kg

D29

13304
kg

<304>合 計

5104 " <304>D16

(72)

(72)

ガス圧接 フレアー溶接

-

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.

G はガス圧接を示す。注)

を示す。

3000

2
7
2
4

5074

C 5 304-D16x10760 200

200

D16C 5

関本高架橋(上り線) P3橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125

C 1 -1 D29 (28)

C 1 -2 D29

C 2 -1 D29 (28)

C 2 -2 D29

C 3 -1 D29 (8)

C 3 -2 D29

C 4 -1 D29 (8)

C 4 -2 D29

C 5 D16 10760 304 1.56 16.79 5104 <304>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

12000 28 5.04 60.48 1693

10600 28 5.04 53.42 1496

10600 28 5.04 53.42 1496

12000 28 5.04 60.48 1693

12000 8 5.04 60.48 484

10600 8 5.04 53.42 427

10600 8 5.04 53.42 427

12000 8 5.04 60.48 484

13304

A 1 D13 240 550 0.995 0.239 131

131

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

131
kg

合 計 D13

550削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

139.5

250

110.5

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

1
0
0

組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
D29

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
1
8

(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)

121

6
1

61

R39

A 1 550-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

関本高架橋(上り線) P3橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

14/94
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P4橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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柱補強部施工

b部詳細図 縮尺=1:25

a部詳細図 縮尺=1:25
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正面図 断面図 側面図
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b
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平面図
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5
橋
脚
側

P
3
橋
脚
側

RC巻立て RC巻立て RC巻立て

柱補強部施工

250

縮尺=1:250

既設コンクリート

1
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0
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3
7
0
0

2
6
00

3
7
0
0

725 7550 725

9000

σ  = 240kg/cm ck
2

σ  =  30 N/mm ck
2

関本高架橋(上り線) P4橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

巻
立
て
高

さ

2.00%

4
0
0
(
柱

中
心
)

シール材

既設コンクリート

30

3
0

P5橋脚側P3橋脚側 P5橋脚側P3橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記

15/94
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既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

関本高架橋(上り線) P4橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
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かぶり詳細図 縮尺=1:25
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250既設柱
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D32C 1 C 4～

a部詳細図 縮尺=1:25

2.00%

112 138
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既設柱

D16C 5

D32C 1 C 4～

関本高架橋(上り線) P4橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

14635
kg

D32

20512
kg

<350>合 計

5877 " <350>D16

(180)

(180)

ガス圧接 フレアー溶接

-

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。
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5074

C 5 350-D16x10760 200

200

D16C 5

関本高架橋(上り線) P4橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125

(28)

<350>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 
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C 1 -1 D32

C 1 -2 D32

C 1 -3 D32

C 2 -1 D32

C 2 -2 D32

C 2 -3 D32

C 3 -1 D32

C 3 -2 D32

C 3 -3 D32

C 4 -1 D32

C 4 -2 D32

C 4 -3 D32

C 5 D16

(28)

(28)

(28)

(17)

(17)

(17)

(17)

12000 28 6.23 74.76 2093

11000 28 6.23 68.53 1919

3100 28 6.23 19.31 541

10500 28 6.23 65.42 1832

10500 28 6.23 65.42 1832

5100 28 6.23 31.77 890

12000 17 6.23 74.76 1271

11000 17 6.23 68.53 1165

3100 17 6.23 19.31 328

10500 17 6.23 65.42 1112

10500 17 6.23 65.42 1112

5100 17 6.23 31.77 540

10760 350 1.56 16.79 5877

20512

A 1 D13 240 616 0.995 0.239 147

147

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

147
kg

合 計 D13

616削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

138

250

112

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

1
0
0

組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
D32

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
1
8

(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)

119

6
1

61

R39

A 1 550-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

関本高架橋(上り線) P4橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P5橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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関本高架橋(上り線) P5橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

巻
立
て
高

さ

2.00%

4
0
0
(
柱

中
心
)

シール材

既設コンクリート

30

3
0

P6橋脚側P4橋脚側 P6橋脚側P4橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

関本高架橋(上り線) P5橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
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関本高架橋(上り線) P5橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.
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鉄筋加工寸法表
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注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。

関本高架橋(上り線) P5橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125
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8335 " <344>D19
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(180)

ガス圧接 フレアー溶接

-

(28)

<344>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

C 1 -1

C 1 -2

C 1 -3

C 2 -1

C 2 -2

C 2 -3

C 3 -1

C 3 -2

C 3 -3

C 4 -1

C 4 -2

C 4 -3

C 5

(28)

(28)

(28)

(17)

(17)

(17)

(17)

D35 12000 28 7.51 90.12 2523

D35 10000 28 7.51 75.10 2103

D35 3600 28 7.51 27.04 757

D35 10000 28 7.51 75.10 2103

D35 10000 28 7.51 75.10 2103

D35 5600 28 7.51 42.06 1178

D35 12000 17 7.51 90.12 1532

D35 10000 17 7.51 75.10 1277

D35 3600 17 7.51 27.04 460

D35 10000 17 7.51 75.10 1277

D35 10000 17 7.51 75.10 1277

D35 5600 17 7.51 42.06 715

D19 10770 344 2.25 24.23 8335

25640

A 1 D13 240 616 0.995 0.239 147
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種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

147
kg

合 計 D13

616削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
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φ
1
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D
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=160
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D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)
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巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー
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組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
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縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱
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削
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A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)
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61

R39

A 1 616-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

関本高架橋(上り線) P5橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

20/94

38/246



3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査を実施し

コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

　既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

5.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P6橋脚 RC巻立て補強構造一般図

2
1
7
0
0

3
0
0

2
4
0
00

5
0
0

1
50
0

2
0
0
0

250

4025

250

8050

4025

7550 250

1200

250

2400

1200

1900

3.960%

100 9000 100

9200

1
0
0

2
0
0
0

1
0
0

475475

MM

2
1
7
0
0

3
0
0

2
4
0
00

5
0
0

1
50
0

2
0
0
0

100 8000 100

8200

1
0
0

2950 2100 2950

28002800

250

1200

250

2400

1200

1900

MM

2
1
7
0
0

3
0
0

2
4
0
00

5
0
0

1
50
0

2
0
0
0

100 8000 100

8200

1
0
0

2950 2100 2950

28002800

a部詳細図 縮尺=1:25

2
5

100

250 250

2
8
0
0

2
4
0
0

2
80
0

3
05
0

8
0
0
0

1
90
0

3
0
5
0

475 8050

9000

475

正面図 断面図 側面図

250 1900 250

b

a

平面図

1 - 1

P
7
橋
脚
側

P
5
橋
脚
側

RC巻立て RC巻立て RC巻立て

柱補強部施工

250

縮尺=1:250

既設コンクリート

8
0
0
0

2
9
5
0

2
1
0
0

2
9
5
0

725 7550 725

9000

σ  = 240kg/cm ck
2

σ  =  30 N/mm ck
2

関本高架橋(上り線) P6橋脚

RC巻立て補強構造一般図
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関本高架橋(上り線) P6橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P6橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125
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σck = 30N/mm 2

鉄　筋
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補強部材の材質は以下のとおりとする。2.

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

14928
kg

D35

21630
kg

<290>合 計

6702 " <290>D19

(92)

(92)

ガス圧接 フレアー溶接

-

(34)

(32)

(12)

(14)

<290>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

C 1 -1

C 1 -2

C 2 -1

C 2 -2

C 3 -1

C 3 -2

C 4 -1

C 4 -2

C 5

D35 12000 34 7.51 90.12 3064

D35 9610 34 7.51 72.17 2454

D35 10000 32 7.51 75.10 2403

D35 11610 32 7.51 87.19 2790

D35 12000 12 7.51 90.12 1081

D35 9600 12 7.51 72.10 865

D35 10000 14 7.51 75.10 1051

D35 11600 14 7.51 87.12 1220

D19 10270 290 2.25 23.11 6702

21630

A 1 D13 240 528 0.995 0.239 126

126

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

126
kg

合 計 D13

528削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
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φ
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D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)
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巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20
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組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
D35

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
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(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)

115

6
1

61

R39

A 1 528-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P6橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
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関本高架橋(上り線) P6橋脚 RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図 縮尺=1:125
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

2.

3.

4.

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

φ52 1900 24 45.6

鉄筋径 削孔径
削孔長 削孔数(箇所) 合計
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PC鋼棒削孔長集計表

PC鋼棒 丸鋼B種1号(SBPR930/1080),φ32 24 6.31 15.52 372.5
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種 別 規格・寸法
本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(本) (kg/m) (kg) (kg)

材料表
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P6橋脚

RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P7橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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関本高架橋(上り線) P7橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査を実施し

　既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

5.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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関本高架橋(上り線) P7橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1)
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P7橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
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関本高架橋(上り線) P7橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2)
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

8425
kg

D29

12908
kg

<280>合 計

4483 " <280>D16

(80)

(80)

ガス圧接 フレアー溶接

-

(34)

(32)

(6)

(8)

<280>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。

縮尺=1:125

C 1 -1

C 1 -2

C 2 -1

C 2 -2

C 3 -1

C 3 -2

C 4 -1

C 4 -2

C 5

D29 12000 34 5.04 60.48 2056

D29 8900 34 5.04 44.86 1525

D29 10500 32 5.04 52.92 1693

D29 10400 32 5.04 52.42 1677

D29 12000 6 5.04 60.48 363

D29 8900 6 5.04 44.86 269

D29 10500 8 5.04 52.92 423

D29 10400 8 5.04 52.42 419

D16 10260 280 1.56 16.01 4483

12908

A 1 D13 240 506 0.995 0.239 121

121

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

121
kg

合 計 D13

506削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

139.5

250

110.5

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

1
0
0

組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
D29

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
1
8

(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)

121

6
1

61

R39

A 1 506-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P7橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)

27/94

45/246



関本高架橋(上り線) P7橋脚 RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図 縮尺=1:125
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3
6
0

2
6
2
0

1
90
0

3
60

1
1
0

2
5
0

1
10

2
50

2000 20001712.5 1837.5

中間貫通PC鋼棒 φ32

110110

( 1 - 1 )

平 面 図

1712.5 2000

250 7550 250

2000 1837.5

8050

8050

1852.5
250

1101727.5 110 1530
250

110110 1530
250

110110

1

1

8050

1852.5
250

1101727.5 110 1530
250

110110 1530
250

110110

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

2.

3.

4.

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

φ52 1900 24 45.6

鉄筋径 削孔径
削孔長 削孔数(箇所) 合計

(mm) 水平方向 (m)

PC鋼棒削孔長集計表

PC鋼棒 丸鋼B種1号(SBPR930/1080),φ32 24 6.31 15.52 372.5

498.2

種 別 規格・寸法
本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(本) (kg/m) (kg) (kg)

材料表

D32

定着形鋼

2459

長さ

(mm)

[-250*90*9*13 2400 34.6 83.04 (SS400)

48 組定着具(φ32用)

6

2
5
0

1
39
.
5
1
1
0
.
5

1
1
0

3
6
0

1
5

49

4
.
53
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9

250110 110
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5
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3
9
.
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1
1
0
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1
1
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3
6
0

1
9
00

(
既
設

柱
)

3 ワッシャ―

2 ナット

5 溝形鋼

4 支圧板

補強帯鉄筋 D16

補強主鉄筋 D29

1 中間貫通PC鋼棒 φ32

既設部 削孔径 φ52

グラウト注入

PC鋼棒取付詳細図 縮尺=1:25

1 24-PC Bar φ32*2459(SBPR 930/1080 B種1号)

2 48-Nut  M33*2.0(S45C)

3 48-Washer φ72*4.5(SS400)

4 48-PL  160*32*160(SS400)

5 6-[250*90*9*13*2400(SS400)

2
6
2
0

橋軸直角方向

橋
軸
方

向

250
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既設フーチング天端

250

中間貫通PC鋼棒 φ32

溝形鋼 [-250*90*9*13
(L=2400 n=6)

PC鋼棒定着部詳細図 縮尺=1:50
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(n=24)

2
5
25

1900

7
@
3
0
0
=
21
0
0

360

2620

1900250 250

360

2400

3
2
5

2
7
5

2
7
0
0

110

削孔詳細図 縮尺=1:75

既設部 削孔径 φ52
(グラウト注入)

110

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P7橋脚

RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P8橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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a部詳細図 縮尺=1:25
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正面図 断面図 側面図

250 1900 250

b

a

平面図
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P
9
橋
脚
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P
7
橋
脚
側

RC巻立て RC巻立て RC巻立て

柱補強部施工

250

縮尺=1:250
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5
0
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4
2
0
0

2
10
0

4
2
00

725 7550 725

9000

σ  = 240kg/cm ck
2

σ  =  30 N/mm ck
2

関本高架橋(上り線) P8橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

巻
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て
高

さ

2.00%
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中
心
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b部詳細図 縮尺=1:25
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c部拡大図 縮尺=1:50
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P9橋脚側P7橋脚側 P9橋脚側P7橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査を実施し

　既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

5.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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関本高架橋(上り線) P8橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P8橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
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θ=45°θ＞90°θ≦90°

R=5.5φ
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

4522
kg

D22

8525
kg

<250>合 計

4003 " <250>D16

(80)

(80)

ガス圧接 フレアー溶接

-

(34)

(32)

(6)

(8)

<250>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。

関本高架橋(上り線) P8橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125

C 1 -1

C 1 -2

C 2 -1

C 2 -2

C 3 -1

C 3 -2

C 4 -1

C 4 -2

C 5

D22 12000 34 3.04 36.48 1240

D22 6600 34 3.04 20.06 682

D22 10500 32 3.04 31.92 1021

D22 8100 32 3.04 24.62 788

D22 12000 6 3.04 36.48 219

D22 6600 6 3.04 20.06 120

D22 10500 8 3.04 31.92 255

D22 8100 8 3.04 24.62 197

D16 10260 250 1.56 16.01 4003

8525

A 1 D13 250 440 0.995 0.249 110

110

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

110
kg

合 計 D13

440削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

250

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

組立用アンカー
D13 L=250

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
1
8

(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

143 107

1
0
0

主鉄筋
D22

20
(M12ネジ加工)

124

6
1

61

R39

A 1 440-D13x250

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P8橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
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2000 1837.5
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250

1101727.5 110 1530
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110110 1530
250

110110

1

1

関本高架橋(上り線) P8橋脚 RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図 縮尺=1:125

中間貫通PC鋼棒 φ32

8050

1852.5
250

1101727.5 110 1530
250

110110 1530
250

110110

φ52 1900 24 45.6

鉄筋径 削孔径
削孔長 削孔数(箇所) 合計

(mm) 水平方向 (m)

PC鋼棒削孔長集計表

PC鋼棒 丸鋼B種1号(SBPR930/1080),φ32 24 6.31 15.52 372.5

498.2

種 別 規格・寸法
本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(本) (kg/m) (kg) (kg)

材料表

D32

定着形鋼

2459

長さ

(mm)

[-250*90*9*13 2400 34.6 83.04 (SS400)

48 組定着具(φ32用)

6

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

2.

3.

4.

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

2
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4
3

1
0
7

1
1
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1
5

49

4
.
53
2

9

250110 110

8
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.
5

2
5
0 1
43

1
0
7

1
1
0

3
6
0

1
9
00

(
既
設

柱
)

3 ワッシャ―

2 ナット

5 溝形鋼

4 支圧板

補強帯鉄筋 D16

補強主鉄筋 D22

1 中間貫通PC鋼棒 φ32

既設部 削孔径 φ52

グラウト注入

PC鋼棒取付詳細図 縮尺=1:25

1 24-PC Bar φ32*2459(SBPR 930/1080 B種1号)

2 48-Nut  M33*2.0(S45C)

3 48-Washer φ72*4.5(SS400)

4 48-PL  160*32*160(SS400)

5 6-[250*90*9*13*2400(SS400)

2
6
2
0

橋軸直角方向

橋
軸
方

向

250

160

3
6
0

1
43

2
1
7

1
5
0

2
4
0
0

1
5
0

7
@
3
0
0
=
21
0
0

既設フーチング天端

250

中間貫通PC鋼棒 φ32

溝形鋼 [-250*90*9*13
(L=2400 n=6)

PC鋼棒定着部詳細図 縮尺=1:50

1
2
5

(n=24)

2
5
25

1900

7
@
3
0
0
=
21
0
0

360

2620

1900250 250

360

2400

3
2
5

2
7
5

2
7
0
0

110

削孔詳細図 縮尺=1:75

既設部 削孔径 φ52
(グラウト注入)

110

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P8橋脚

RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P9橋脚 RC巻立て補強構造一般図

1
9
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0
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a部詳細図 縮尺=1:25
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250 250

3
5
5
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2
4
00

3
5
5
0

3
8
00

9
5
00

1
9
0
0

3
80
0

475 8050

9000

475

正面図 断面図 側面図

250 1900 250

b

a

平面図

P
1
0
橋

脚
側

P
8
橋
脚
側

RC巻立て RC巻立て RC巻立て

柱補強部施工

250

縮尺=1:250

既設コンクリート

9
5
00

3
7
0
0

2
1
00

3
7
0
0

725 7550 725

9000

σ  = 240kg/cm ck
2

σ  =  30 N/mm ck
2

関本高架橋(上り線) P9橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

巻
立

て
高
さ

2.00%

5
0
0
(
柱

中
心
)

シール材

既設コンクリート

30

3
0

2
70
0

1
10

110

2
70
0

1
10

110

2
70
0

1
10

2087.5200020001962.5

8050

b部詳細図 縮尺=1:25

250110

柱補強部施工

2
0

1
5

35

2 2

1 1

1 - 1

2087.5200020001962.5

C

2
4
00

2
5
0

1
9
0
0

2
5
0

8050

2 - 2

P
1
0
橋
脚
側

P
8
橋

脚
側

250 7550 250

c部拡大図 縮尺=1:50

470

110 250 110

2
50

1
1
0

2
5
0

2
5
0

P10橋脚側P8橋脚側 P10橋脚側P8橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査を実施し

　既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

5.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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関本高架橋(上り線) P9橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1)
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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かぶり詳細図 縮尺=1:25
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250既設柱
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a部詳細図 縮尺=1:25
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既設柱

D16C 5

D22C 1 C 4～

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P9橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
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関本高架橋(上り線) P9橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2)
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

4719
kg

D22

8882
kg

<260>合 計

4163 " <260>D16

(80)

(80)

ガス圧接 フレアー溶接

-

(34)

(32)

(6)

(8)

<260>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。

縮尺=1:125

C 1 -1

C 1 -2

C 2 -1

C 2 -2

C 3 -1

C 3 -2

C 4 -1

C 4 -2

C 5

D22 12000 34 3.04 36.48 1240

D22 7410 34 3.04 22.53 766

D22 10500 32 3.04 31.92 1021

D22 8910 32 3.04 27.09 867

D22 12000 6 3.04 36.48 219

D22 7400 6 3.04 22.50 135

D22 10500 8 3.04 31.92 255

D22 8900 8 3.04 27.06 216

D16 10260 260 1.56 16.01 4163

8882

A 1 D13 250 462 0.995 0.249 115

115

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

115
kg

合 計 D13

462削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

250

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

組立用アンカー
D13 L=250

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
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(
削
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径
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A 1

(M12×52)

143 107

1
0
0

主鉄筋
D22

20
(M12ネジ加工)

124

6
1

61

R39

A 1 462-D13x250

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P9橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
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関本高架橋(上り線) P9橋脚 RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図 縮尺=1:125

中間貫通PC鋼棒 φ32
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φ52 1900 24 45.6

鉄筋径 削孔径
削孔長 削孔数(箇所) 合計

(mm) 水平方向 (m)

PC鋼棒削孔長集計表

PC鋼棒 丸鋼B種1号(SBPR930/1080),φ32 24 6.31 15.52 372.5

498.2

種 別 規格・寸法
本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(本) (kg/m) (kg) (kg)

材料表

D32

定着形鋼

2459

長さ

(mm)

[-250*90*9*13 2400 34.6 83.04 (SS400)

48 組定着具(φ32用)

6

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

2.

3.

4.

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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補強主鉄筋 D22

1 中間貫通PC鋼棒 φ32

既設部 削孔径 φ52

グラウト注入

PC鋼棒取付詳細図 縮尺=1:25

1 24-PC Bar φ32*2459(SBPR 930/1080 B種1号)

2 48-Nut  M33*2.0(S45C)
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既設部 削孔径 φ52
(グラウト注入)

110

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P9橋脚

RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図

36/94

54/246



コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P10橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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σ  = 240kg/cm ck
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σ  =  30 N/mm ck
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関本高架橋(上り線) P10橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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P11橋脚側P9橋脚側 P11橋脚側P9橋脚側

3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査を実施し

　既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

5.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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関本高架橋(上り線) P10橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1)
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P10橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
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関本高架橋(上り線) P10橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2)
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a
θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

6018
kg

D25

10085
kg

<254>合 計

4067 " <254>D16

(80)

(80)

ガス圧接 フレアー溶接

-

(34)

(32)

(6)

(8)

<254>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表 

kg

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.

注記

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.
を示す。

縮尺=1:125

C 1 -1

C 1 -2

C 2 -1

C 2 -2

C 3 -1

C 3 -2

C 4 -1

C 4 -2

C 5

D25 12000 34 3.98 47.76 1624

D25 6900 34 3.98 27.46 934

D25 10500 32 3.98 41.79 1337

D25 8400 32 3.98 33.43 1070

D25 12000 6 3.98 47.76 287

D25 6900 6 3.98 27.46 165

D25 10500 8 3.98 41.79 334

D25 8400 8 3.98 33.43 267

D16 10260 254 1.56 16.01 4067

10085

A 1 D13 240 462 0.995 0.239 110

110

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

110
kg

合 計 D13

462削孔径φ18,L=58 カ所組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm

a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020

10D

=160

200

D16C 5D16C 5

縮尺=1:25

組立用アンカー詳細図(参考図)

141.5

250

108.5

58

既設コンクリート

巻立てコンクリート
2(σck=30N/mm )

差し筋アンカー

38 20

1
0
0

組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
D25

縮尺=1:25

組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2

既設柱

φ
1
8

(
削
孔

径
)

A 1

(M12×52)

20
(M12ネジ加工)

123

6
1

61

R39

A 1 462-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P10橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
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関本高架橋(上り線) P10橋脚 RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図 縮尺=1:125
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PC鋼棒削孔長集計表

PC鋼棒 丸鋼B種1号(SBPR930/1080),φ32 24 6.31 15.52 372.5

498.2

種 別 規格・寸法
本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(本) (kg/m) (kg) (kg)

材料表

D32

定着形鋼

2459

長さ

(mm)

[-250*90*9*13 2400 34.6 83.04 (SS400)

48 組定着具(φ32用)

6

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

2.

3.

4.

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P10橋脚

RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図
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コンクリート設計基準強度

既設部コンクリート

使用区分

使用材料一覧表

SD30

鉄筋種別

補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P11橋脚 RC巻立て補強構造一般図
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関本高架橋(上り線) P11橋脚

RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査を実施し

　既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

5.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。

注記
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関本高架橋(上り線) P11橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125
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干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

かぶり詳細図 縮尺=1:25
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P11橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
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鉄筋加工寸法表

L=2L-a

θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

kg

D35

8388
kg

<246>合 計

3938 " <246>D16

(80)

ガス圧接 フレアー溶接

-

C 1 -1 (34)

C 1 -2

C 2 -1 (32)

C 2 -2

C 3 -1 (6)

C 3 -2

C 4 -1 (8)

C 4 -2

C 5 <246>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

A 1 D13 250 440 0.995 0.249 110

110

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

110
kg

合 計 D13

440 カ所

組立用アンカー数量表(参考図)

-

鉄筋質量表 
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-

[16]

[16]3210 16 7.51 24.11 386
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エポキシ樹脂

関本高架橋(上り線) P11橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125
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橋座補強アンカー鉄筋配置図
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    鉄筋は、鉄筋同士が干渉しないように配置すること。注記 H 1

BB

≪ D - D ≫

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

4.

7.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接、[  ]内は6.
エポキシ樹脂アンカーの箇所数を示す。

D22 12000 34 3.04 36.48 1240

D22 6300 34 3.04 19.15 651

D22 10500 32 3.04 31.92 1021

D22 7800 32 3.04 23.71 759

D22 12000 6 3.04 36.48 219

D22 6300 6 3.04 19.15 115

D22 10500 8 3.04 31.92 255

D22 7800 8 3.04 23.71 190

D16 10260 246 1.56 16.01 3938

8388

削孔径φ18,L=58組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

アンカー筋

386
kg

386
kg

橋座補強

組立用アンカー詳細図(参考図)
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組立筋アンカー詳細図
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P11橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
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関本高架橋(上り線) P11橋脚 RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図 縮尺=1:125
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鉄筋径 削孔径
削孔長 削孔数(箇所) 合計

(mm) 水平方向 (m)

PC鋼棒削孔長集計表

PC鋼棒 丸鋼B種1号(SBPR930/1080),φ32 24 6.31 15.52 372.5

498.2

種 別 規格・寸法
本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(本) (kg/m) (kg) (kg)

材料表

D32

定着形鋼

2459

長さ

(mm)

[-250*90*9*13 2400 34.6 83.04 (SS400)

48 組定着具(φ32用)
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中間貫通PC鋼棒 φ32

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

2.

3.

4.

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。
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グラウト注入

PC鋼棒取付詳細図 縮尺=1:25

1 24-PC Bar φ32*2459(SBPR 930/1080 B種1号)
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既設部 削孔径 φ52
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P11橋脚

RC巻立て補強 中間貫通鋼材工A詳細図

44/94

62/246



関本高架橋(上り線) P12橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図

正面図 側面図 側面図

平面図

上り線

1
8
2
00

9
0
0
0

2
0
0
0
0

3
0
0

1
50
0

1
8
0
0

1
0
0

7
2
0
0

2
0
0
0

1
7
9
9
4

1
9
7
9
4

3
0
0

1
50
0

1
8
0
0

1
0
0

8
7
9
4

7
2
0
0

2
0
0
0

炭素繊維シート 炭素繊維シート

1200

2400

1200 1200

2400

1200

2750

850

1700

850

MM

左側柱 右側柱

1
8
2
00

9
0
0
0

2
0
0
0
0

3
0
0

1
50
0

1
8
0
0

1
0
0

7
2
0
0

2
0
0
0

炭素繊維シート

850

1700

850

MM

1
7
9
9
4

8
7
9
4

1
9
7
9
4

3
0
0

1
50
0

1
8
0
0

1
0
0

7
2
0
0

2
0
0
0

475 2400 2750

8500

2400 475

2
15
0

1
7
0
0

2
1
5
0

6
0
0
0

P
1
3
橋
脚
側

P
1
1
橋

脚
側

橋脚中心線

2
0
5
0

1
9
0
0

2
05
0

6
0
0
0

475 475

8500 100100

2400 24002750 2050 1900 2050

6000 100100

2050 1900 2050

6000 100100

関本高架橋(上り線) P12橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

炭素繊維シート貼付方法 S=1:125
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左側柱・右側柱 共通

水平方向鉛直方向

炭素繊維重ね継ぎ手詳細図

200 500 200

隣り合う炭素繊維や重ねる炭素繊維の継ぎ手位置は 50cm以上離すものとする。

※　重ね継ぎ手が生じる場合のみ。

鉛直方向は隣り合う炭素繊維を付き合わせるものとする。

P13橋脚側P11橋脚側 P13橋脚側P11橋脚側

2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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関本高架橋(上り線) P13橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図

正面図 側面図 側面図

平面図
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関本高架橋(上り線) P13橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

炭素繊維シート貼付方法 S=1:125
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炭素繊維重ね継ぎ手詳細図
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隣り合う炭素繊維や重ねる炭素繊維の継ぎ手位置は 50cm以上離すものとする。

※　重ね継ぎ手が生じる場合のみ。

鉛直方向は隣り合う炭素繊維を付き合わせるものとする。
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P14橋脚側P12橋脚側 P14橋脚側P12橋脚側

2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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関本高架橋(上り線) P14橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図

正面図 側面図 側面図

平面図
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関本高架橋(上り線) P14橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

炭素繊維シート貼付方法 S=1:125
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炭素繊維重ね継ぎ手詳細図

200 500 200

隣り合う炭素繊維や重ねる炭素繊維の継ぎ手位置は 50cm以上離すものとする。

※　重ね継ぎ手が生じる場合のみ。

鉛直方向は隣り合う炭素繊維を付き合わせるものとする。

P15橋脚側P13橋脚側 P15橋脚側P13橋脚側

2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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正面図 側面図 側面図

平面図
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関本高架橋(上り線) P15橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

炭素繊維シート貼付方法 S=1:125
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関本高架橋(上り線) P15橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図 S=1:250
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隣り合う炭素繊維や重ねる炭素繊維の継ぎ手位置は 50cm以上離すものとする。

※　重ね継ぎ手が生じる場合のみ。

鉛直方向は隣り合う炭素繊維を付き合わせるものとする。

P16橋脚側P14橋脚側 P16橋脚側P14橋脚側

2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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関本高架橋(上り線) P16橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図 S=1:250
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炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

炭素繊維シート貼付方法 S=1:125
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鉛直方向は隣り合う炭素繊維を付き合わせるものとする。
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2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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補強部コンクリート SD345

関本高架橋(上り線) P17橋脚 RC巻立て補強構造一般図 縮尺=1:250
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RC巻立て補強構造一般図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道
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水戸管理事務所
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3.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部(柱部巻立てコンクリート)を示す。

4.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、WJによる

　表面処理を行なうこと。

2.RC巻立ての天端は排水用の勾配(2.00%)を付すこと。
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既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

細破線は既設の鉄筋配置を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

注記

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

関本高架橋(上り線) P17橋脚 RC巻立て補強配筋図(その1) 縮尺=1:125
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組立用アンカー詳細図(参考図)
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組立用アンカー
D13 L=240

主鉄筋
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組立用アンカーは 1本/m  程度配置する。※ 2
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関本高架橋(上り線) P17橋脚

RC巻立て補強配筋図(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P17橋脚 RC巻立て補強配筋図(その2) 縮尺=1:125
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8

θ=135°θ=60° θ=90°

78 89

91

119

103

137

118

104

L

66

5382

a

61

75

a

25 82

37

32

28

125

108

95

17

21

L

56

69

a

5

7

6

5

3

4

L

a L

L

12φ

φ

R

鉄筋加工寸法表

L=2L-a

θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

T

6708
kg

D29

9523
kg

<308>合 計

2815 " <308>D16

ガス圧接 フレアー溶接

-

<154>

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

-

鉄筋質量表

kg

6
5
0
0

L
2
-1

1
6
-
D
2
9
x
6
5
00

6
5
0
0

L
3
-1

1
6
-
D
2
9
x
6
5
00

記号

1

2

D29

径

2

本数 L

2

平均 26

L3

5200

L1

D29 5190

5130

11698

11687

3 2D29 518011676

4 2D29 516011665

5 2D29 515011654

6 2D29 514011643

7 2D29 513011632

8 2D29 512011621

9 2D29 511011610

10 2D29 510011599

11 2D29 509011588

12 2D29 508011577

13 2D29 506011565

L 1 -1 26-D29x6500

1074

2
6
2
4

2200

200

200

2200

2
6
2
4

1077

L
5

2
-D
1
6
x
5
8
60

D
1
6

L
5

200

D
1
6

L
4

L
4

1
5
4
-
D
16
x
5
8
6
0

1074

2
6
24

2200

200

200

2200

2
6
24

1077

R
5

2
-
D
1
6
x
5
8
6
0

D
16

R
5

200

D
1
6

R
4

R
4

1
5
0
-
D
1
6
x
5
86
0

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。2.

注記

を示す。
(  )内はガス圧接、<  >内はフレアー溶接の箇所数1.

D29L 1

D298-L 3

D29L 1

D29R 1

D298-R 3

D29R 1

D1677-L 4 D1675-R 4

D161-L 5 D161-R 5

<150>

kg

(116)

(116)

a 部

a 部

D13 240 144 0.995 0.239 34

34

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

68
kg

合 計 D13

288 カ所

組立用アンカー数量表(参考図)

kg

A
2
橋

台
側

P
1
6
橋
脚
側

4

4

6

6

5

5

7

7

位 置 図

200

200

L 1 D29 6500 26 5.04 32.76 852

L 2 D29 6500 16 5.04 32.76 524

L 3 D29 6500 16 5.04 32.76 524

L 4 D16 5860 154 1.56 9.14 1408

4825

R 1 D29 6500 26 5.04 32.76 852

R 2 D29 6500 16 5.04 32.76 524

R 3 D29 6500 16 5.04 32.76 524

R 4 D16 5860 150 1.56 9.14 1371

4698

A
L
1

A
R
1 D13 240 144 0.995 0.239 34

34
kg

削孔径φ18,L=58組立筋アンカー(差し筋アンカー M12×52)

<2>L 5 D16 5860 2 1.56 9.14 18

<2>R 5 D16 5860 2 1.56 9.14 18

5
1
9
2

L2L1

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

6500

5198

5187

5176

5165

5154

5143

5132

5121

5110

5099

5088

5077

5065

L 1 -2 26-D29xL (平均長) R 1 -2 26-D29xL (平均長)

L2

4885

4874

4863

4852

4841

4830

4819

4808

4797

4786

4775

4764

4752

L3

11385

11374

11363

11352

11341

11330

11319

11308

11297

11286

11275

11264

11252

5
0
59

4
8
7
9

4
7
4
6

R
2
-
2

1
6
-
D
2
9x
4
8
8
0

R
3
-
2

1
6
-
D
2
9x
4
7
5
0

L
2
-
2

1
6
-
D
2
9x
5
1
9
0

L
3
-
2

1
6
-
D
2
9x
5
0
6
0

-1

-1

-1

-1

-1

-1

L 1 D29 5130 26 5.04 25.86 672
平均長

-2

R 1 D29 4820 26 5.04 24.29 632
平均長

-2

L 2 D29 5190 16 5.04 26.16 419

L 3 D29 5060 16 5.04 25.50 408

R 2 D29 4880 16 5.04 24.60 394

R 3 D29 4750 16 5.04 23.94 383

-2

-2

-2

-2

GGGG

L
3

L
2

L1

L
3

L
2

(26)

(16)

(16)

(26)

(16)

(16)

S:溶接ビードの幅

a

8.0mm
a:のど厚 3.2mm

フレアー溶接詳細図

S D:鉄筋径（呼び径） 16mm

S= 0.5D
※  a=0.39D-3

φ
1
6

φ
1
6

D

2020
10φ
=160

200

縮尺=1:25

D16L 4 R 4 D16L 4 R 4

D16L 5 R 5 D16L 5 R 5

a部詳細図 縮尺=1:25

2.00%

110.5 139.5

1
0
0

250

5

8
8
7

既設柱

D16L 5

D29L 1 L 3～

D29R 1 R 3～

D16R 5

二
次

施
工

20
(M12ネジ加工)

121

6
1

61

R39

A L
1 144-D13x240

A
R
1 144-D13x240

組立用アンカー加工図(参考図) 縮尺=1:20

M12x20

削孔

φ18x58

縮尺=1:5

(参考図）

既設橋脚

D13

差し筋アンカー

(M12x52)

組立筋アンカー詳細図

1
A

関本高架橋(上り線) P17橋脚

RC巻立て補強配筋図(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

52/94

70/246



はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その1) S=1:250

3885 2900

P5橋脚 正面図(終点側) P5橋脚 側面図(海側) P5橋脚 側面図(山側)

3966

P5橋脚 正面図(起点側)

7
7
9
0

1
4
5
0
0

7
7
9
0

1
4
5
0
0

7
4
90

1
4
8
00

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図

はく落防止対策工 はく落防止対策工

はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

7
4
9
0

1
4
8
0
0

75
°

53/94
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その2) S=1:250

8050 2400 1902

P6橋脚 正面図(終点側) P6橋脚 側面図(海側) P6橋脚 側面図(山側)

3483

P6橋脚 正面図(起点側)

8
1
4
4

1
30
0
0

8
1
44

1
3
0
0
0

8
1
4
4

1
30
0
0

1
4
0
44

7
1
0
0

1
4
0
44

7
1
0
0

5
90
0

7
1
0
0

6469 1581

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図
はく落防止対策工

はく落防止対策工 はく落防止対策工 はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

75
°
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その3) S=1:250

3349

P7橋脚 正面図(終点側) P7橋脚 側面図(海側) P7橋脚 側面図(山側)

3323

P7橋脚 正面図(起点側)

7
4
3
0

1
2
5
0
0

7
53
0

1
2
4
0
0

7
4
3
0

1
2
5
0
0

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その3)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図

2400

はく落防止対策工 はく落防止対策工

はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

7
5
3
0

1
2
4
0
0

75
°
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その4) S=1:250

2733 2400

P8橋脚 正面図(終点側) P8橋脚 側面図(海側) P8橋脚 側面図(山側)

2706

P8橋脚 正面図(起点側)

7
3
12

1
02
0
0

7
4
1
2

1
0
1
0
0

7
3
12

1
02
0
0

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その4)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図

はく落防止対策工 はく落防止対策工

はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

7
41
2

1
0
1
0
0

75
°
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その5) S=1:250

2653 2400

P9橋脚 正面図(終点側) P9橋脚 側面図(海側) P9橋脚 側面図(山側)

2679

P9橋脚 正面図(起点側)

7
8
0
4

9
9
00

7
7
04

1
0
0
0
0

7
8
0
4

9
9
00

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その5)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図
はく落防止対策工

はく落防止対策工 はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

7
7
0
4

1
0
0
0
0

75
°
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その6) S=1:250

2224 2400

P10橋脚 正面図(終点側) P10橋脚 側面図(海側) P10橋脚 側面図(山側)

2251

P10橋脚 正面図(起点側)

8
3
01

8
3
0
0

8
3
01

8
3
0
0

8
2
0
1

8
4
0
0

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その6)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図

はく落防止対策工 はく落防止対策工

はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

8
2
0
1

8
4
0
0

75
°
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その7) S=1:250

2170 2400

P11橋脚 正面図(終点側) P11橋脚 側面図(海側) P11橋脚 側面図(山側)

2224

P11橋脚 正面図(起点側)

7
5
9
7

8
1
0
0

7
5
9
7

8
1
0
0

7
3
9
7

8
3
0
0

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その7)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図

はく落防止対策工 はく落防止対策工

はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

7
3
9
7

8
3
0
0

75
°
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はく落防止対策工

凡  例

関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その8) S=1:250

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その8)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC補強

はく落防止対策工  標準図

P17橋脚 正面図(終点側) P17橋脚 側面図(海側) P17橋脚 側面図(山側)

2800

868

P17橋脚 正面図(起点側)

5
8
6
6

3
2
00

8
2
2
0

5
0
0

はく落防止対策工

5
0
0

136

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

8
56
6

5
5
2
0

3
20
0

75
°
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関本高架橋(上り線) はく落防止対策工B(その9) S=1:250

関本高架橋(上り線)

はく落防止対策工B(その9)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

はく落防止対策層

仕上げ材（中塗り）

仕上げ材（上塗り）

RC縁端拡幅工

はく落防止対策工  標準図

はく落防止対策工

凡  例

A2橋台 正面図(起点側) A2橋台 側面図(海側) A2橋台 側面図(山側)

1
2
0
0

250

1
2
0
0

はく落防止対策工
はく落防止対策工

1. 対策範囲については、現地調査を行い、

　 監督員と評議の上決定すること。

注記

2. はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　 WJによるものとする。

4
2
3
4

A2橋台 平面図

立入防止柵
立入防止柵

立入防止柵

75°

3394

262

はく落防止対策工

2645
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2.396%

関本高架橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C1 配置図 S=1:75

正 面 図
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落橋防止構造 C1-1147A
緩衝チェーン n=2本
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側 面 図

300

下部アンカーボルト

鋼製ブラケット

1
2
.
0°

落橋防止構造 C1-1147A
緩衝チェーン n=2本

上部工付ブラケット

死荷重反力

2,250設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

kN

1,500 kN

1,147 kN

469 mm

A1

P1橋脚側

CLmax=
2895

上部アンカーボルト

9
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2210 3480 2210

落橋防止構造 C1-1147A
緩衝チェーン n=2本

A
1

P
1
橋
脚
側

2
8
5
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4
6
9

移
動
可

能
量

鋼製ブラケット

下部アンカーボルト

上部工付ブラケット

90.0°

90.0°

4
0

3
0
0

5
6
0

L側R側

L側R側

落橋防止構造C1

落橋防止構造 C1-1147A

注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

2.

3.

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

による表面処理を行うこと。

4
5

2
8

2
5
5

1
70

4
5

2
8

2
5
5

1
70

無収縮モルタル
平均厚 45mm

上部アンカーボルト上部アンカーボルト

上部工付ブラケット取付詳細図 S=1:25

5
0
7

7
0
0

上部アンカーボルト

鋼製ブラケット

上部工付ブラケット

下部工天端

2.396%

断面図 S=1:25

1400 1210

355 1005

関本高架橋(上り線) A1橋台

落橋防止構造C1 配置図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P6橋脚

落橋防止構造P2 配置図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋(上り線) P6橋脚 落橋防止構造P2 配置図 S=1:75

死荷重反力

2,250設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

kN

1,500 kN

1,125 kN

600 mm

側 面 図

1900

920 920

P6

P7脚側P5脚側
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320 320

正 面 図

3
5
5
2

平 面 図

3914

556 2802 556

5
56

5
5
6

4
6
6
4

5
56

5
5
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3
9
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4

320

上部アンカーボルト

上部アンカーボルト

上部工付ブラケット

上部工付ブラケット

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

60

上部アンカーボルト

上部工付ブラケット

上部アンカーボルト

上部工付ブラケット

P
6

P
7
脚
側

P
5
脚
側

1900

920 920

P6

P7脚側P5脚側

1195 456

4664

556 3552 556

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

60

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本 落橋防止構造 P2-1125A

PCケーブル n=1本

落橋防止構造P2

落橋防止構造 P2-1125A

注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と2.

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング3.

による表面処理を行うこと。

上部工付ブラケット取付詳細図 S=1:25

170 283 32
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8

6
9
7
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5

170 283 32

上部アンカーボルト

上部アンカーボルト

不陸調整樹脂パテ材

不陸調整樹脂パテ材
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関本高架橋(上り線) P12橋脚 落橋防止構造P2 配置図 S=1:75

死荷重反力

2,250設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

kN

1,500 kN

1,125 kN

600 mm

側 面 図

1900

920 920

P12

P13脚側P11脚側

471 481

320
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320 320

正 面 図
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平 面 図
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上部アンカーボルト

上部アンカーボルト

上部工付ブラケット

上部工付ブラケット

60

上部アンカーボルト

上部工付ブラケット

上部アンカーボルト

上部工付ブラケット

P
1
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P
1
3
脚
側

P
1
1
脚
側

1900

920 920

P12

P13脚側P11脚側

1221 481

4664

556 3552 556

60

落橋防止構造P2

落橋防止構造 P2-1125A

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

落橋防止構造 P2-1125A
PCケーブル n=1本

注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と2.

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング3.

による表面処理を行うこと。

上部工付ブラケット取付詳細図

170 283 32

2
65

2
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5

4
4
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6
9
7

2
5

170 283 32

上部アンカーボルト

上部アンカーボルト

S=1:25

不陸調整樹脂パテ材

不陸調整樹脂パテ材

関本高架橋(上り線) P12橋脚

落橋防止構造P2 配置図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) P17橋脚 落橋防止構造C1 配置図 S=1:75

死荷重反力

1,950設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

kN

1,300 kN

997 kN

525 mm
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緩衝チェーン
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A2橋台側P16脚側
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移動可能量
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側面図（ 左柱 ）
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CLmax=3485
下部アンカーボルト

鋼製ブラケット

落橋防止構造 C1-997A
緩衝チェーン

上部工付ブラケット

落橋防止構造 C1-997A
緩衝チェーン

CLmax=3755

74.3°

上部アンカーボルト

上部アンカーボルト

下部アンカーボルト

鋼製ブラケット

50

250 2502500

28

横変位拘束構造M
鋼製ブラケットA(上部工付)

横変位拘束構造M
鋼製ブラケットA(上部工付)

9
68

9
4
4

250 250

2
3
0
0

2
5
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2
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76.3°

上部アンカーボルト

RC巻立て補強

P
1
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A
2
橋
台
側

P
1
6
脚
側

1
1
5
0

1
15
0

RC巻立て補強

RC巻立て補強

RC巻立て補強

RC巻立て補強

RC巻立て補強

5
2
5

移
動

可
能

量

4
9
3

移
動
可
能
量

落橋防止構造 C1-997A
緩衝チェーン n=1本

下部アンカーボルト

鋼製ブラケット

上部工付ブラケット

注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる

既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と2.

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.

とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。

なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

上部工付ブラケット

落橋防止構造C1

死荷重反力

780設計水平力

1基当たりの水平力

設計移動量

kN

1,300 kN

780 kN

15 mm

横変位拘束構造M

落橋防止構造 C1-997A

L側 R側

L側 R側

無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング3.

による表面処理を行うこと。

上部工付ブラケット取付詳細図 S=1:25
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上部アンカーボルト

上部アンカーボルト
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2
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無収縮モルタル
平均厚 45mm

1400

1340

横変位構造部モルタル詳細図 S=1:25

1700

無収縮モルタル
平均厚 66mm6

6

6
6

760

1005 355

関本高架橋(上り線) P17橋脚

落橋防止構造C1 配置図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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関本高架橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C1 詳細図 S=1:25

落橋防止構造 C1-1147A

鋼製ブラケット詳細図
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材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL   425 × 32 × 710 (SM490B)

 2-PL      φ310 × 25        (SM490A)

 4-Rib  PL   160 × 32 × 370 (SM490B)

 1-Base PL   800 × 28 × 750 (SM490B)
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ショックレスチェーン 強力シャックル調整シャックル
強力チェーン

調整シャックル

7070

9
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L1 = 2110 mm L2 = 580 mm

緩衝チェーン全長 CL'= 2690 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 205mm、CLmax = 2895 mm)

L1 = 2110 mm L2 = 580 mm

緩衝チェーン全長 CL'= 2690 mm
(地震時許容伸び量 ⊿a = 205mm、CLmax = 2895 mm)

上部工付ブラケット詳細図
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材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL  425 × 32 × 1360 (SM490B)

 2-PL     φ310 × 25         (SM490A)

 6-Rib  PL  220 × 28 × 575  (SM490B)

 1-Base PL 1210 × 28 × 1400 (SM490B)
S=1:5シーリング詳細図
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ベースプレート

シーリング材

∅310
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A1側 4 - 4 5 - 5

緩衝チェーン詳細図（参考図）

設計荷重 (1147kN)
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1.材質は、特記以外すべてSS400とする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  JIS H8641 HDZT77 アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.上部工付ブラケット、鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピングによる

  表面処理を行うこと。

  HDZT49とする。

5

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

2656285

115

アンカーボルト長 685

定着長 570

ネジ切り長

115削孔長 580

削
孔
径

φ
48

アンカーボルトD38x685
(M36ネジ切り L=115)

樹脂アンカー 1種ナット(M36用)

3種ナット(M36用)

ワッシャー(M36用)

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

材料1基当り (全2基)
 6-Anc Bolt D38 × 685 (SD345)

 6-Nut      M36 3種ナット

 6-Nut      M36 1種ナット

 6-Washer   M36 座金

下部アンカーボルト詳細図 S=1:10

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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長
 
L

削孔径

φ39

1種ナット(M27用)

3種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

アンカーボルトD29xL
(M27ネジ切り L=b1)

樹脂アンカー

材料1基当り (全2基)
 N-Anc Bolt D29 × L (SD345)

16-Nut      M27 3種ナット

16-Nut      M27 1種ナット

16-Washer   M27 座金

L b1 b2 b3 N

8

8

595 160 22.5 67

550 115 21.5 23

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

上部アンカーボルト詳細図 S=1:10

1
0

無収縮モルタル

関本高架橋(上り線) A1橋台

落橋防止構造C1 詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

66/94

84/246



関本高架橋(上り線) P6橋脚 落橋防止構造P2 詳細図 S=1:25
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上部工付ブラケット詳細図

材料1基当り (全4基)

 1-PL  530 × 25 × 453 (SM490A)

 2-PL  448 × 25 × 443 (SM490A)

 2-PL  697 × 25 × 443 (SM490A)

 1-PL 1200 × 32 × 560 (SM490B)

1

1

2 2

 2-PL  130 × 28 × 425 (SM490B)

 1-PL  220 × 32 × 687 (SM490B)

 1-PL  170 × 32 × 220 (SM490B)
8-φ18孔

F.P.
F.P.

8

8

8

F.P.

F.P.

F.P.

12-φ37孔

S=1:5シーリング詳細図

20

2
0

ベースプレート

シーリング材

5
5

8

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

1.材質は、特記以外すべてSS400とする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  特記なきアンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.上部工付ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

  とする。

落橋防止構造 P2-1125A

本連結ケーブル L=3914(4664)mm

参 考 材 料 表（落橋防止構造 P2-1255 1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

(ガイドパイプ)

個 2

本 2

2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

偏向具

保護キャップ

L=400

個

個

個

個

個

組

2

2

2

2

2

M16x55 1W付 本 32(取付ボルト)

取付詳細図(参考図)

連結ケーブル A-A断面図 S=1:5 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

標準

800mm

2802(3552)

3914(4664)

連結ケーブル

260

530

1330

連結ケーブル全長　L=3914(4464)

7
8

800

1330

530

260

800

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材

A

A

115 63

1
3
3

六角穴付止めねじ
(M10)

150 19

11

8
5

1
0
5

1
5
0

400

φ
1
0
2

φ
1
9
0

（製作長）

φ11

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

260 38 50

11

85 1
9
2

2
6
0

90

170 218

6
0

6
0
5
0

2
1
8

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

3
0
0

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
8
2

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

83

556

63
19

300883

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 緩衝具

ナット

83

556

63
19

300 88 3

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具緩衝具

ナット

PC鋼より線,ポリエチレン被覆

SCM435;ねじきり標準　<ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

※（　）内の寸法は右側の落橋防止構造を示す

上部工付ブラケット 上部工付ブラケット

1本当たりの引張力

設計移動量

1,125 kN

600 mm

落橋防止構造 P2-1125A規格表

落橋防止構造は上記の性能を有する製品を使用

することとし、この姿図は参考とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピングによる

  表面処理を行うこと。

上部アンカーボルト詳細図

材料1基当り (全4基)
12-Anc Bolt D35 × 630 (SD345)

12-Nut      M33 3種ナット

12-Nut      M33 1種ナット

12-Washer   M33 座金

削
孔

径

φ
45

樹脂アンカー

アンカーボルトD35x630
(M33ネジ切り L=105)

1種ナット(M33用)

3種ナット(M33用)

ワッシャー(M33用)

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

1652325

105

アンカーボルト長 630

定着長 525

ネジ切り長

105削孔長 535

S=1:10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

10

関本高架橋(上り線) P6橋脚

落橋防止構造P2 詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

67/94

85/246



関本高架橋(上り線) P12橋脚 落橋防止構造P2 詳細図 S=1:25

落橋防止構造 P2-1125A
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上部工付ブラケット詳細図

材料1基当り (全4基)

 1-PL  530 × 25 × 453 (SM490A)

 2-PL  448 × 25 × 443 (SM490A)

 2-PL  697 × 25 × 443 (SM490A)

 1-PL 1200 × 32 × 560 (SM490B)

1

1

2 2

 2-PL  130 × 28 × 425 (SM490B)

 1-PL  220 × 32 × 687 (SM490B)

 1-PL  170 × 32 × 220 (SM490B)
8-φ18孔

F.P.
F.P.

8

8

8

F.P.

F.P.

F.P.

12-φ37孔

S=1:5シーリング詳細図

20

2
0

ベースプレート

シーリング材

5
5

8

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

本連結ケーブル L=3914(4664)mm

参 考 材 料 表（落橋防止構造 P2-1255 1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

(ガイドパイプ)

個 2

本 2

2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

偏向具

保護キャップ

L=400

個

個

個

個

個

組

2

2

2

2

2

M16x55 1W付 本 32(取付ボルト)

取付詳細図(参考図)

連結ケーブル A-A断面図 S=1:5 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

標準

800mm

2802(3552)

3914(4664)

連結ケーブル

260

530

1330

連結ケーブル全長　L=3914(4464)

7
8

800

1330

530

260

800

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材

A

A

115 63

1
3
3

六角穴付止めねじ
(M10)

150 19

11

8
5

1
0
5

1
5
0

400

φ
1
0
2

φ
1
9
0

（製作長）

φ11

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

260 38 50

11

85 1
9
2

2
6
0

90

170 218

6
0

6
0
5
0

2
1
8

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

3
0
0

256565

255

2525

245

65

組立て全長　L=695

555

φ
8
2

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

83

556

63
19

300883

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 緩衝具

ナット

83

556

63
19

300 88 3

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具緩衝具

ナット

PC鋼より線,ポリエチレン被覆

SCM435;ねじきり標準　<ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

※（　）内の寸法は右側の落橋防止構造を示す

上部工付ブラケット 上部工付ブラケット

1本当たりの引張力

設計移動量

1,125 kN

600 mm

落橋防止構造 P2-1125A規格表

落橋防止構造は上記の性能を有する製品を使用

することとし、この姿図は参考とする。

1.材質は、特記以外すべてSS400とする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  特記なきアンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.上部工付ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

  とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピングによる

  表面処理を行うこと。

上部アンカーボルト詳細図

材料1基当り (全4基)
12-Anc Bolt D35 × 630 (SD345)

12-Nut      M33 3種ナット

12-Nut      M33 1種ナット

12-Washer   M33 座金

削
孔

径

φ
45

樹脂アンカー

アンカーボルトD35x630
(M33ネジ切り L=105)

1種ナット(M33用)

3種ナット(M33用)

ワッシャー(M33用)

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

1652325

105

アンカーボルト長 630

定着長 525

ネジ切り長

105削孔長 535

S=1:10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

10

関本高架橋(上り線) P12橋脚

落橋防止構造P2 詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

68/94

86/246



関本高架橋(上り線) P17橋脚 落橋防止構造C1 詳細図 S=1:25

落橋防止構造 C1-997A

鋼製ブラケット詳細図
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材料1基当り C1-997A

 1-Top  PL   425 × 32 × 840 (SM490B)

 2-PL      φ310 × 25        (SM490A)

 2-Rib  PL   160 × 28 × 250 (SM490B)

 1-Base PL   580 × 28 × 880 (SM490B)

∅310

∅7
4

100

緩衝チェーン詳細図（参考図）

設計荷重 (997kN)

上部工付ブラケット詳細図
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材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL  425 × 32 × 1360 (SM490B)

 2-PL     φ310 × 25         (SM490A)

 3-Rib  PL  220 × 32 × 670  (SM490B)

 1-Base PL 1340 × 28 × 1400 (SM490B)

 3-Rib  PL  220 × 32 × 610  (SM490B)

S=1:5シーリング詳細図
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シーリング材

∅310

∅7
4

P16側 4 - 4 5 - 5

ショックレスチェーン 強力シャックル調整シャックル 強力チェーン 調整シャックル

7070

9
0

70
L1 = 2110 mm L2 = 1170(1440) mm

緩衝チェーン全長 CL'= 3280(3550) mm
(地震時許容伸び量 Δa = 205mm、CLmax = 3485(3755) mm)

L1 = 2110 mm L2 = 1170(1440) mm

緩衝チェーン全長 CL'= 3280(3550) mm
(地震時許容伸び量 Δa = 205mm、CLmax = 3485(3755) mm)

3
5
0

76.3°

(74.3°
)

材料1基当り C1-997A

 1-Top  PL   425 × 32 × 650 (SM490B)

 2-PL      φ310 × 25        (SM490A)

 2-Rib  PL   160 × 28 × 215 (SM490B)

 1-Base PL   545 × 28 × 690 (SM490B)

 2-Rib  PL   160 × 28 × 308 (SM490B)  2-Rib  PL   160 × 28 × 315 (SM490B)

100 180
(145)

200 100

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

1.材質は、特記以外すべてSS400とする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  JIS H8641 HDZT77 アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.上部工付ブラケット、鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

  HDZT49とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピングによる

  表面処理を行うこと。

5

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

下部アンカーボルト詳細図 S=1:10

27 60 28 5

120

アンカーボルト長 985

定着長 615

ネジ切り長

120 削孔長 625

アンカーボルトD41x985
(M39ネジ切り L=120)

樹脂アンカー1種ナット(M39用)

3種ナット(M39用)

ワッシャー(M39用)

RC巻立て補強 250

削
孔
径

φ
51

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

材料1基当り (全2基)
 6-Anc Bolt D41 × 985 (SD345)

 6-Nut      M39 3種ナット

 6-Nut      M39 1種ナット

 6-Washer   M39 座金

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

250

削
孔
長
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b
3

ネ
ジ
切

り
長

b
1

定
着

長
 
43
5

ア
ン
カ
ー

ボ
ル

ト
長
 
L

削孔径

φ39

1種ナット(M27用)

3種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

アンカーボルトD29xL
(M27ネジ切り L=b1)

樹脂アンカー

材料1基当り (全2基)
 N-Anc Bolt D29 × L (SD345)

16-Nut      M27 3種ナット

16-Nut      M27 1種ナット

16-Washer   M27 座金

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

上部アンカーボルト詳細図 S=1:10

L b1 b2 b3 N

8

8

595 160 19.5 70

545 110 19.5 20

1
0

無収縮モルタル

関本高架橋(上り線) P17橋脚

落橋防止構造C1 詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

69/94

87/246



注記

関本高架橋（上り線）A2橋台 縁端拡幅工B 配筋図(その1) 縮尺=1:50

3.5%
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　　　　  鉄筋は、前面側と背面側に同位置に配筋すること。注記
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D25S 1 123-

D25S 1 123-

H 2 H 6～

LC

LC

L
4

L
3

L
2

L
1

1
2
0
0

拡幅天端

拡幅下端

タイプ A

樹脂アンカー配置寸法表

L1

L2

L3

L4

467

300

300

133

416

300

300

184

1 2

タイプ B

435

270

300

195

3 4

280

D2541-S 1

D253-S 1

1

1

3 3

LC

タイプ A タイプ B タイプ C タイプ D タイプ E タイプ F タイプ G タイプ H タイプ I

1
2 3 4 5 6 7 8

3.5%
9

10 11 12 13 14 15 16
17

395

270

300

235

タイプ C

473

210

270

247

5 6

452

268

タイプ D

322

300

300

278

7 8

299

301

タイプ E

439

300

300

161

9 10

342

258

タイプ F

452
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268

11 12

419

301

タイプ G

438

300

315

147

13

タイプ H

458

270

315

157

14 15

435

180

タイプ I

394

300

365

141

16 17

343

192

210

270
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300

300

300

210

270

270

315

300

365

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる
既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.
配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.
とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。
なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

350280

280

1
0
1

250 135 13@300=3900 250 135 10@300=3000 257
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13@300=3900 135250 10@300=3000 257

26
2
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250

103 6978
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0

かぶり詳細図 縮尺=1:25

4
5

4
5

54

57.5

103

45

78 69

45

表面処理

既設竪壁

250

135 5362

D16H 2

D25S 1

D16H 1

D16H 5

1
0
9
4

アンカー鉄筋詳細図 縮尺=1:25

定着長=375

削孔長 385

10

D
2
5

φ
3
5

エポキシ樹脂充填既設竪壁前面

D25S 1

関本高架橋(上り線) A2橋台

縁端拡幅工B 配筋図(その1)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

70/94

88/246



関本高架橋(上り線) A2橋台

縁端拡幅工B 配筋図(その2)
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

関本高架橋（上り線）A2橋台 縁端拡幅工B 配筋図(その2) 縮尺=1:50

H 4 -1 6-D16x8000

8000 4970

450

4979

8000

450

H 4 -2 6-D16x4970

H 2 -2 2-D16x8000

H 2 -1 2-D16x4980

H 3 2-D16x8000

4951

11834

H 5 2-D16x11830

7538

H 6 2-D16x7540

注記

<  >内はエポキシ樹脂アンカーの箇所数を示す。

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

1.

2.

483
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0
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1 1
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R
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S 1 123-D25x900
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-
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6
x
17
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4979
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450 H 7 -2 2-D16x8000

H 7 -1 2-D16x4980
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178°0'
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157
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320

D35
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D51
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280.5

192.5

176

269

360

247

226
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281

260
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D16

D13

D22

D29

D25

D19

径
θ=45°θ＞90°θ≦90°

R=5.5φ
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121

R=3.0φ
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θ=135°θ=60° θ=90°
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a L

L

12φ

φ

R

鉄筋加工寸法表

L=2L-a

θ

258D41 123 290 304 168 193 53 177 10225.5

種別 径
長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量

摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表 

kg

S 1 D25 900 123 3.98 3.58 440 <123>

440
kg

H 1 D16 1720 88 1.56 2.68 236

H 2 -1 D16 4980 2 1.56 7.77 16

H 2 -2 D16 8000 2 1.56 12.48 25

H 3 D16 8000 2 1.56 12.48 25

H 4 -1 D16 8000 6 1.56 12.48 75

H 4 -2 D16 4970 6 1.56 7.75 47

H 5 D16 11830 2 1.56 18.45 37

H 6 D16 7540 2 1.56 11.76 24

H 7 -1 D16 4980 2 1.56 7.77 16

H 7 -2 D16 8000 2 1.56 12.48 25

526

D16

D25

合計

526

440

966

kg

kg

kg

5
2
8

1
0
9
4

135
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関本高架橋(上り線) P17橋脚

横変位拘束構造M 詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

鋼製ブラケットA詳細図

材料1基当り (全1基)

 1-Flg  PL 760 × 22 × 1000

 1-Flg  PL 760 × 22 × 300

 4-Rib  PL 958 × 22 × 1636

 1-Base PL 760 × 22 × 1678 
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関本高架橋(上り線) P17橋脚 横変位拘束構造M 詳細図 縮尺=1:25
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 1 - 緩衝ゴム 150 × 50 × 500 (クロロプレンゴム硬度55°±5°程度)

 3 - BN M16 × 80 (SS400) (2-W付)

5
0
5
0

2
00

5
0
5
0

2
0
0

ザグリ詳細図 縮尺=1:10

7

緩衝材

緩衝材

緩衝材

F.P.

5022

25 25

φ
4
0

緩衝材
(クロロプレンゴム)

M16

φ
1
9

7

20 45°

9

(   )

20 45°

9

(   )

12-φ32孔

3-φ19孔

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケット(上部工付)の亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.Ｋ形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

8.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

注記

9.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピングによる
  表面処理を行うこと。

10.基準温度(15°C)時の遊間とする。

(上部工付）
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φ39

1種ナット(M27用)

3種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

アンカーボルトD29xL
(M27ネジ切り L=b1)

樹脂アンカー

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

上部アンカーボルト詳細図 S=1:10

L b1 b2 b3 N

3

3

625 180 16.5～27.5 103～92

610 165 16.5～27.5  88～77

3595 150 16.5～27.5  73～62

3580 135 16.5～27.5  58～47

材料1基当り (全1基)
 N-Anc Bolt D29 × L (SD345)

12-Nut      M27 3種ナット(SS400)

12-Nut      M27 1種ナット(SS400)

12-Washer   M27 座金(SS400)

1
0

無収縮モルタル
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 RC構造(t=250)

RC巻立て補強(t=250)
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(塙
・大津港
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H.W.L

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:1000

平 面 図 S=1:1000

: 工事用車両進入路

施工計画全体図

凡  例

1.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。
注記

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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A1

P2
P3

P1

農道

工事用道路整備工 関 L=5.2m
(率計上工事)

工事用道路整備工 関 L=20.3m
(率計上工事)

工事用道路整備工 関 L=22.5m
(率計上工事)

袋詰割栗石(1t用)
518袋

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)
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工事用道路整備工 関 L=20.
3m

(率計上工事)

工事用道路整備工 関
 L=
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5m

(率
計上工事)

工
事
用
道
路
整
備
工
 関

 L=5.2m

(率
計
上
工
事
)

反力盛土

(構造物掘削 特殊部 関P1に含む)

反力盛土

(構造物掘削 特殊部 関P2に含む)

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)

袋詰割栗石(1t用)
518袋

農道

農道

農道

A1

P2
P3

P1

農道

反力盛土
(構造物掘削 特殊部 関P1に含む)

反力盛土
(構造物掘削 特殊部 関P2に含む)

袋詰割栗石(1t用)
518袋

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)

+
8
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工事用道路整備工 関 L=20.
3m

(率計上工事)

工事用道路整備工 関
 L=

22.
5m

(率
計上工事)

反力盛土

(構造物掘削 特殊部 関P2に含む)

反力盛土

(構造物掘削 特殊部 関P1に含む)

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)

袋詰割栗石(1t用)
518袋

農道

農道

農道

敷鉄板(22×1524×6096)
n=3枚

敷鉄板(22×1524×6096)
n=3枚

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その2)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

関本高架橋(上り線)

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

施工要領図(参考図)(その2)

反力盛土施工時

側 面 図 S=1:500

平 面 図 S=1:500

側 面 図 S=1:500

平 面 図 S=1:500

P1,P2工事用道路整備時 P1盛土施工時

1.本図面の 　　 は、P1,P2橋脚の反力盛土
　(袋詰玉石,大型土のう等含む)を示す。

注記

2.本図面の　　　は、P1,P2橋脚の盛土
　(敷鉄板を含む）を示す。
3.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

4.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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A1

P2
P3

P1

2.9tテレスコピック
クローラクレーン

農道

袋詰割栗石(1t用)
518袋

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)

A1

P2
P3

P1

2.9tテレスコピック
クローラクレーン

25t吊ラフタークレーン

農道

袋詰割栗石(1t用)
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クローラクレーン2.9tテレスコピック
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農
道

袋詰割栗石(1t用)
518袋

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)
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農道
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線
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2.9tテレスコピック
クローラクレーン

R=
21
.0
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25t吊ラフタークレーン

農
道

耐候性大型土のう
容量1.0m3(305袋)

袋詰割栗石(1t用)
518袋

農道

農道

農道

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

1.30 2.90 1.45

1.40 2.90 1.45

1.50 2.60 1.30

1.60 1.25

1.90 0.825

2.00 0.76

3.17

2.9t吊テレスコピッククローラクレーン

静止つり 走行つり

2.20 0.65

2.25

1.65

1.52

1.30

定格荷重表(4本掛け) (単位：t)

アウトリガ中間張出5.0m(側方)

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

19.0 1.40

20.0 1.20

20.5 1.10

21.0 1.05

22.0 0.90

24.0 0.65

30.50

25t吊ラフタークレーン定格荷重表

(単位：t)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

関本高架橋(上り線)

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

施工要領図(参考図)(その3)

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その3)

側 面 図 S=1:500

平 面 図 S=1:500

側 面 図 S=1:500

平 面 図 S=1:500

ライナー土留め掘削時
P1 橋脚土留め掘削時

資材搬入時

1.本図面の　　　は、P1,P2橋脚の構造物掘削
　(小判型ライナープレート等含む)を示す。

注記

2.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

3.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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耐候性大型土のう
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吸出し防止材

袋詰割栗石(1t用)

3100

4
0
0

直径

1700内外

1
5
0
0
m
m

2500mm

口絞りロープ

吊りロープ

網地25mm目合い二重

底縛りロープ

袋材性能表

袋形状

規格

網地素材

口絞りロープ

吊りロープ

底縛りロープ

圧縮強度特性 盛土高さ12mに相当する荷重下でも

安定な圧縮強さを有すること

伸び率　　25％以上 かつ 40％以下

引張強さ  12kN以上

ポリエステル製ラッシェル網(黒原着)

2500×1500mm(1t用)

袋2重

引張強さ　3.5kN以上　　

引張強さ　450N/本以上

伸び率　　40％以下

引張強さ  12kN以上

伸び率　　40％以下

伸び率　　40％以下

720kN/㎡以上

中詰材 割栗石150～200mm

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

関本高架橋(上り線)

施工会社名

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:500

平 面 図 S=1:500

橋脚補強時

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その4)

P1,P2橋脚耐震補強時

施工要領図(参考図)(その4)

施工時の留意事項

(1)P1,P2ヤード盛土

　・工事用道路整備に使用する盛土材と、P1橋脚ヤード盛土ならびにP2橋脚ヤード盛土の盛土材は、

　　関本高架橋土取場の土を使用するものとする。

　・関本高架橋P17及び切り回し道路設置工を先行工事して、その土砂を搬入するものとする。

　・工事用道路整備に使用する盛土材は、「工事用道路整備工 関」（率計上工事）に含まれる。

　・工事用道路整備の盛土及び掘削に当たり、ブロック張及び基礎コンクリートが支障となるため、

　　掘削時に現地構造物の形状を確認し、埋戻し時に原形復旧すること。（率計上工事）

　・P1橋脚では袋詰割栗石による土留めを計画しているが、設置に当たっては、

　　後施工となるライナープレートに干渉しないよう、留意すること。

　・P1橋脚周辺では一部盛土の崩壊が見られる。本計画では復旧方法の検討を行っていないため、

　　必要に応じて別途検討すること。

　・P1橋脚ヤード盛土の盛土材は、「構造物掘削 特殊部 関P1」に含まれる。

　・P2橋脚ヤード盛土の盛土材は、「構造物掘削 特殊部 関P2」に含まれる。

(2)掘削

　・ライナー土留め掘削中に地下水が確認された場合は、必要に応じて遮水対策を行うこと。

　・構造物掘削土は、関本高架橋盛土場に仮置きするものとする。

　・地形測量にてライナープレートへの偏土圧が懸念される場合には、ライナー設置時に、

　　ライナーと既設橋脚間に切梁を設置する等の対策をとること。

　・P1及びP2橋脚ヤード盛土の盛土材は施工完了後、関本高架橋盛土場へ搬出すること。

P1橋脚

P1進入路盛土

施工手順

P2橋脚

P2進入路盛土

掘削、ライナー土留め 掘削、ライナー土留め

手摺先行足場設置(細幅)

(橋脚上部まで)

手摺先行足場設置(細幅)

炭素繊維巻立て補強

進入路盛土撤去

進入路盛土撤去

足場撤去

埋戻し

(橋脚上部まで)

RC巻立て補強

足場撤去

埋戻し

注記

1.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。

袋詰割栗石構造図 S=1:200
袋材形状図 S=1:100
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P6 P7 P8 P12P9 P11 P13 P14 P17P3 P4 P15 P16P5

H.W.L

八
反川

P10

RC巻立て補強(t=250)
RC巻立て補強(t=250)

RC巻立て補強(t=250) RC巻立て補強(t=250)

炭素繊維巻立て補強

落橋防止構造P2
PCケーブル

RC巻立て補強(t=250)

落橋防止構造C1
 緩衝チェーン

炭素繊維巻立て補強

落橋防止構造P2
PCケーブル

炭素繊維巻立て補強炭素繊維巻立て補強
RC巻立て補強(t=250)RC巻立て補強(t=250)

RC巻立て補強(t=250)

RC巻立て補強(t=250)

炭素繊維巻立て補強
市
道527

4号
線

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その5)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:800

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その5)

P3～P16橋脚耐震補強時

掘削時

平 面 図 S=1:800

注記

1.P16橋脚は、施工ヤードの関係上、P17橋脚の補強工事完了後の着手となる。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

3.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

: 工事用車両進入路

凡  例
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H.W.L

八
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県

市道527
4号

線
手摺先行足場 手摺先行足場 手摺先行足場 手摺先行足場 手摺先行足場

手摺先行足場
手摺先行足場 手摺先行足場 手摺先行足場

手摺先行足場

手摺先行足場
手摺先行足場

強 RC巻立て補強(t=250)
RC巻立て補強(t=250)

RC巻立て補強(t=250) RC巻立て補強(t=250)

炭素繊維巻立て補強

落橋防止構造P2
PCケーブル

RC巻立て補強(t=250)

P10

落橋防止構造C1
 緩衝チェーン

炭素繊維巻立て補強

落橋防止構造P2
PCケーブル

手摺先行足場
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RC巻立て補強(t=250)

RC巻立て補強(t=250)

炭素繊維巻立て補強

手摺先行足場

4.9t吊ラフタークレーン定格荷重表

アウトリガ最大張出4.7m

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

6.0 3.70 3.60 3.25

7.0 3.00 2.90 2.75

8.0 2.45 2.40 2.35

9.0 1.90 2.05 2.05

10.0 1.55 1.70 1.75

11.0 1.25 1.45 1.55

12.0 1.20(11.4m) 1.25 1.35

13.0 1.00 1.15

14.0 0.85 1.00

15.0 0.70 0.85

12.7 16.4 20.1
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その6)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平 面 図 S=1:800

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その6)

P3～P16橋脚耐震補強時

側 面 図 S=1:800

橋脚補強時

注記

1.P16橋脚は、施工ヤードの関係上、P17橋脚の補強工事完了後の着手となる。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

3.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

: 工事用車両進入路

凡  例
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4
号
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敷鉄板(22×1524×6096)
n=7枚

4.9t吊ラフタークレーン定格荷重表

アウトリガ最大張出4.7m

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

6.0 3.70 3.60 3.25

7.0 3.00 2.90 2.75

8.0 2.45 2.40 2.35

9.0 1.90 2.05 2.05

10.0 1.55 1.70 1.75

11.0 1.25 1.45 1.55

12.0 1.20(11.4m) 1.25 1.35

13.0 1.00 1.15

14.0 0.85 1.00

15.0 0.70 0.85

12.7 16.4 20.1
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号線

場
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RC巻立て補強(t=250)
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容量1.0m3(446袋)

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

1.30 2.90 1.45

1.40 2.90 1.45

1.50 2.60 1.30

1.60 1.25

1.90 0.825

2.00 0.76

3.17

2.9t吊テレスコピッククローラクレーン

静止つり 走行つり

2.20 0.65

2.25

1.65

1.52

1.30

定格荷重表(4本掛け) (単位：t)
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北
茨
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道
5
2
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4
号
線

耐候性大型土のう
容量1.0m3(446袋)

切り回し道路設置工 関 L-22.5m

(率計上工事)

仮排水管

P17

北茨城市道5422号線

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その7)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その7)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

P17橋脚耐震補強施工時掘削時 資材投入時

　施工時の留意事項(P17橋脚)

　(1)県道塙・大津港線

　　・県道の掘削に先立ち、埋設物及び舗装構成の確認を行うこと。

　　・ヤード造成・撤去時、掘削・埋戻し時及び巻立コンクリート打設時は

　　　片側交互通行となる。

　(2)生活用道路

　　・P17橋脚の先に人家があるため、施工時は生活用道路を常時確保すること。

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

切り回し道路

　車両名　　　　：小型自動車

　全長　　　　　：4645mm

　車幅　　　　　：1776mm

　最小回転半径　：5800mm

　走行方法　　　：切り返し走行

　凡例

: 構造物掘削　特殊部

: 切り回し道路設置工　関（率計上工事）

1.本図面の　　　は、P17橋脚の反力盛土
　(大型土のう等含む)を示す。

注記

2.本図面の　　　は、切り回し道路
　(盛土,砕石舗装,仮排水管等)を示す。

1.本図面の　　　は、P17橋脚の構造物掘削
　(小判型ライナープレート等含む)を示す。

注記

1.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。
注記

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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切り回し道路設置工 関 L-22.5m

(率計上工事)

仮排水管

P17

北
茨
城
市
道
5
2
7
4
号
線

北茨城市道5422号線

敷鉄板(22×1524×6096)
n=7枚

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その8)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

P17橋脚耐震補強施工時コンクリート打設時

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その8)

切り回し道路

　車両名　　　　：小型自動車

　全長　　　　　：4645mm

　車幅　　　　　：1776mm

　最小回転半径　：5800mm

　走行方法　　　：切り返し走行

施工時の留意事項

(1)P17ヤード盛土

　・生活用道路の切り回し道路やP17ヤード盛土に使用する盛土材については、　

　　関本高架橋土取場の土を使用する。

　・P17橋脚を先行工事して、P17で使用した土をP1,P2ヤード盛土を活用することを想定している。

　・P17ヤードに隣接する生活用道路は4mの幅員を確保して導線を確保する必要がある。

　・側道部の奥に関連家屋が3件あり、擁壁とブロック積があるため、借地して切り回し道路を設け

　　られる位置に制限がある。

(2)掘削

　・ライナー土留め掘削中に地下水が確認された場合は、必要に応じて遮水対策を行うこと。

　・構造物掘削土は、関本高架橋盛土場に仮置きするものとする。

1.本図面の　　　は、P17橋脚の反力盛土
　(大型土のう等含む)を示す。

注記

2.本図面の　　　は、切り回し道路
　(盛土,砕石舗装,仮排水管等)を示す。

4.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

3.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その9)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:600

平 面 図 S=1:600

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その9)

上部構造耐震補強時

※A1橋台

  1.落橋防止システム施工：落橋防止構造C1(緩衝チェーン)

  2.補強材設置          ：下から施工(手摺先行足場設置)

  3.施工方法            ：高架下の農道上に重機を配置し、足場資材は重機にて直接吊り

　　　　　　　　　　　　  上げ、手摺先行足場を設置する。

　　　　　　　　　　　　  高架下から直接重機にて、手摺先行足場上に補強材を搬入する。

※P6橋脚

  1.落橋防止システム施工：落橋防止構造P2(PCケーブル)

  2.補強材設置          ：下から施工(吊足場設置)

  3.施工方法            ：高架下の市道に重機を配置し、足場資材は重機にて直接吊り

　　　　　　　　　　　　  上げ、吊足場と昇降足場を設置する。

　　　　　　　　　　　　　吊足場への作業員の出入りを想定し、下から昇降足場を設置する。

　　　　　　　　　　　　  高架下から直接重機にて、吊足場上に補強材を搬入する。

注記

1.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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4.9t吊ラフタークレーン定格荷重表

アウトリガ最大張出4.7m

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

5.0 4.65 4.60 4.50

5.5 4.15 4.10 4.00

6.0 3.75 3.70 3.60

7.0 3.05 3.00 2.90

8.0 2.70(7.7m) 2.45 2.40

9.0 12.7 16.4

アウトリガ中間張出4.3m

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

7.0 2.90 2.75 2.40

8.0 2.40 2.35 2.15

9.0 1.90 2.05 1.90

10.0 1.55 1.65 1.65

11.0 1.25 1.35 1.45

23.816.4 20.1

4.9t吊ラフタークレーン定格荷重表

A1橋台

　吊荷重　    1.204t

  フック重量　0.090t

　　 計　　 　1.294t　＜　1.50t

P6橋脚

　吊荷重　    1.924t

  フック重量　0.090t

　　 計　　 　2.014t　＜　2.05t

(単位：t)

(単位：t)

P12橋脚

　吊荷重　    1.924t

  フック重量　0.090t

　　 計　　 　2.014t　＜　2.05t

P17橋脚

　吊荷重　    1.340t

  フック重量　0.090t

　　 計　　 　1.430t　＜　3.70t

アウトリガ中間張出3.5m

ブーム長さ(m)

作業半径(m)

5.0 3.85 4.10 3.80

5.5 3.25 3.50 3.50

6.0 2.75 3.00 3.15

7.0 2.00 2.25 2.40

8.0 1.50 1.70 1.85

9.0 1.10 1.30 1.45

10.0 0.80 1.00 1.15

12.7 16.4 20.1

4.9t吊ラフタークレーン定格荷重表

(単位：t)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その10)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:600

平 面 図 S=1:600

関本高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その10)

上部構造耐震補強時

※P12橋脚

  1.落橋防止システム施工：落橋防止構造P2(PCケーブル)

  2.補強材設置          ：下から施工(吊足場設置)

  3.施工方法            ：高架下の市道に重機を配置し、足場資材は重機にて直接

　　　　　　　　　　　　  吊り上げ、吊足場と昇降足場を設置する。

　　　　　　　　　　　　　吊足場への作業員の出入りを想定し、下から昇降足場を

　　　　　　　　　　　　  設置する。

                          高架下から直接重機にて、吊足場上に補強材を搬入する。

※P17橋脚

  1.落橋防止システム施工：落橋防止構造C1(緩衝チェーン)、横変位拘束構造M
  2.補強材設置          ：下から施工(吊足場設置)

  3.施工方法            ：高架下の施工ヤードに重機を配置し、足場資材は重機にて

　　　　　　　　　　　　  直接吊り上げ、吊足場と昇降足場を設置する。

　　　　　　　　　　　　　吊足場への作業員の出入りを想定し、下から昇降足場を

　　　　　　　　　　　　  設置する。

                          高架下から直接重機にて、吊足場上に補強材を搬入する。

※A2橋台

  1.落橋防止システム施工：縁端拡幅工B
  2.補強材設置          ：下から施工(手摺先行足場設置)

  3.施工方法            ：高架下の県道上に重機を配置し、足場資材は重機にて

　　　　　　　　　　　　  直接吊り上げ、手摺先行足場を設置する。

　　　　　　　　　　　　　高架下から直接重機にて、手摺先行足場上に補強材を搬入する。

注記

1.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削場所近傍

  の土砂を使用するものとする。
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関本高架橋(上り線) 仮設工図(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

仮設工図(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

ライナープレート構成図 S=1:150平面図 S=1:150

補強リング構成図 S=1:150断面図 S=1:150

補強リング S=1:100

補強リング継手板 S=1:10

ライナープレート S=1:50

P1橋脚 小判型ライナープレート(13164×5000)

補強リング詳細図 S=1:30

ライナープレート土留め材料表（参考）

ライナープレート P-10、t=2.7mm、全R 26.0 153 3,978.0 黒皮品

　〃 P-10、t=2.7mm、部分R 26.0 34 884.0 　〃

　〃 P-10、t=2.7mm、直 26.0 136 3,536.0 　〃

　〃 P-7、t=2.7mm、直 18.6 34 632.4 　〃

9,030.4

組立ボルト M16×30（4.6） 0.137 3,876 531.0 黒皮品

組立ボルト M16×45（8.8リング用） 0.158 1,020 161.2 　〃

692.2

補強リング H-125×125×6.5×9×3919 92.5 20 1,850.0 黒皮品

　〃 H-125×125×6.5×9×3762 88.8 10 888.0 　〃

　〃 H-125×125×6.5×9×4390 103.6 10 1,036.0 　〃

3,774.0

継手板 PL-125×12×310 3.650 80 292.0 黒皮品

継手ボルト M20×50（8.8） 0.275 640 176.0 　〃

ロックワッシャー M20用 － 320 － 　〃

468.0

縦梁 H-200×200×8×12×8500 467.5 14 6,545.0 山留材

腹起し H-250×250×9×14×8370 669.6 4 2,678.4 　〃

　〃 H-300×300×10×15×8370 837.0 6 5,022.0 　〃

　〃 H-350×350×12×19×8370 1,255.5 4 5,022.0 　〃

　〃 H-400×400×13×21×8370 1,674.0 10 16,740.0 　〃

切梁 H-200×200×8×12×3480 191.4 24 4,593.6
山留材
キリンジャッキ0.5m控除

40,601.0

副部材A 8,932.2 主部材×22％

副部材B 1,624.0 主部材×4％

10,556.2

65,121.8

根固めコンクリート D1-1、極小規模、小構造物（Ⅱ） 9.7

型枠 型わくD 49.0

小   計

小   計

小   計

小   計

鋼　材　合　計

小   計

名　称 規格・寸法 数 量 摘 要

小   計

単位質量 質 量

（kg） （kg）

1.P1橋脚小判型ライナープレート(13164×5000)に示すライナープレートは

注記

  参考であり、特定のメーカー製品を指定するものではない。

単位はm3

単位はm2

均しコンクリート 単位はm3D1-1、極小規模、小構造物（Ⅱ） 1.4
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関本高架橋(上り線) 仮設工図(その2)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

仮設工図(その2)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

ライナープレート構成図 S=1:150平面図 S=1:150

補強リング構成図 S=1:150断面図 S=1:150

補強リング S=1:100

ライナープレート S=1:50

P2橋脚 小判型ライナープレート(14193×6500)

補強リング継手板 S=1:10補強リング詳細図 S=1:30

ライナー土留め数量集計表（参考）

ライナープレート P-10、t=2.7mm、全R 26.0 144 3,744.0 黒皮品

　〃 P-10、t=2.7mm、部分R 26.0 24 624.0 　〃

　〃 P-10、t=2.7mm、直 26.0 84 2,184.0 　〃

　〃 P-9、t=2.7mm、直 23.6 24 566.4 　〃

7,118.4

組立ボルト M16×30（4.6） 0.137 2,928 401.1 黒皮品

組立ボルト M16×45（8.8リング用） 0.158 1,140 180.1 　〃

581.2

補強リング H-125×125×6.5×9×3448 81.4 20 1,628.0 黒皮品

　〃 H-125×125×6.5×9×3291 77.7 10 777.0 　〃

　〃 H-125×125×6.5×9×4076 96.2 10 962.0 　〃

　〃 H-125×125×6.5×9×3605 85.1 10 851.0 　〃

4,218.0

継手板 PL-125×12×310 3.650 100 365.0 黒皮品

継手ボルト M20×50（8.8） 0.275 800 220.0 　〃

ロックワッシャー M20用 － 400 － 　〃

585.0

縦梁 H-200×200×8×12×6000 330.0 12 3,960.0 山留材

腹起し H-300×300×10×15×8690 869.0 4 3,476.0 　〃

　〃 H-350×350×12×19×8690 1,303.5 4 5,214.0 　〃

　〃 H-400×400×13×21×8690 1,738.0 6 10,428.0 　〃

切梁 H-200×200×8×12×4880 268.4 14 3,757.6 山留材
キリンジャッキ0.5m控除

26,835.6

副部材A 5,903.8 主部材×22％

副部材B 1,073.4 主部材×4％

6,977.2

46,315.4

根固めコンクリート D1-1、特小規模、小構造物（Ⅱ） 10.8

型枠 型わくD 54.7

小   計

名　称 規格・寸法 数 量 摘 要

小   計

小   計

小   計

小   計

小   計

鋼　材　合　計

単位質量 質 量

（kg） （kg）

1.P2橋脚小判型ライナープレート(14193×6500)に示すライナープレートは

注記

  参考であり、特定のメーカー製品を指定するものではない。

単位はm3

単位はm2

均しコンクリート 単位はm3D1-1、極小規模、小構造物（Ⅱ）  1.6
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関本高架橋(上り線) 仮設工図(その3)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

仮設工図(その3)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

ライナープレート構成図 S=1:150平面図 S=1:150

補強リング構成図 S=1:150断面図 S=1:150

補強リング S=1:100

ライナープレート S=1:50

P17橋脚 小判型ライナープレート(14792×6000)

補強リング継手板 S=1:10補強リング詳細図 S=1:30

ライナープレート土留め材料表(参考)
単位質量 質 量
（kg） （kg）

ライナープレート P-10、t=2.7mm、全R 26.0 132 3,432.0 黒皮品

　〃 P-10、t=2.7mm、部分R 26.0 24 624.0 　〃

　〃 P-10、t=2.7mm、直 26.0 84 2,184.0 　〃

　〃 P-8、t=2.7mm、直 21.1 48 1,012.8 　〃

7,252.8

組立ボルト M16×30（4.6） 0.137 3,240 443.9 黒皮品

組立ボルト M16×45（8.8リング用） 0.158 928 146.6 　〃

590.5

補強リング H-125×125×6.5×9×3134 74.0 24 1,776.0 黒皮品

　〃 H-125×125×6.5×9×4390 103.6 16 1,657.6 　〃

3,433.6

継手板 PL-125×12×310 3.650 80 292.0 黒皮品

継手ボルト M20×50（8.8） 0.275 640 176.0 　〃

ロックワッシャー M20用 － 320 － 　〃

468.0

縦梁 H-200×200×8×12×6000 330.0 12 3,960.0 山留材

腹起し H-250×250×9×14×9590 767.2 8 6,137.6 　〃

　〃 H-300×300×10×15×9590 959.0 2 1,918.0 　〃

切梁 H-200×200×8×12×4480 246.4 15 3,696.0
山留材
キリンジャッキ0.5m控除

15,711.6

副部材A 3,456.6 主部材×22％

副部材B 628.5 主部材×4％

4,085.1

31,541.6

根固めコンクリート D1-1、特小規模、小構造物（Ⅱ） 11.0 単位はm3

型枠 型わくD 55.6 単位はm2

小   計

小   計

小   計

小   計

鋼　材　合　計

小   計

名　称 規格・寸法 数 量 摘 要

小   計

1.P17橋脚小判型ライナープレート(14792×6000)に示すライナープレートは

注記

  参考であり、特定のメーカー製品を指定するものではない。

均しコンクリート 単位はm3D1-1、極小規模、小構造物（Ⅱ） 1.6

85/94

103/246



関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

正 面 図 S=1:300
P1,P2橋脚耐震補強施工時

注記

1.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

2.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と　

　異なる。
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関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その2)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その2)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

P3～P7橋脚耐震補強施工時

注記

1.P6～P7の中間貫通鋼材部は部分的な溝彫りを

　すること。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

3.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と

　異なる。
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関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その3)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その3)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

正 面 図 S=1:300

P3～P7橋脚耐震補強施工時

注記

1.P6～P7の中間貫通鋼材部は部分的な溝彫りを

　すること。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。
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関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その4)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その4)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

P8～P12橋脚耐震補強施工時

注記

1.P8～P11の中間貫通鋼材部は部分的な溝彫りを

　すること。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

3.図中の地番及び地番界は建設時のものの現在と異　

　なる。
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関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その5)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その5)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

正 面 図  S=1:300

P8～P12橋脚耐震補強施工時

注記

1.P8～P11の中間貫通鋼材部は部分的な溝彫りを

　すること。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。
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北茨城市道5422号線

関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その6)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その6)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

P13～P17橋脚耐震補強施工時

注)P16橋脚は、施工ヤードの関係上、P17橋脚の補強工事完了後の着手となる。

注記

1.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

2.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と

　異なる。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その7)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

正 面 図 S=1:300

P13～P17橋脚耐震補強施工時

注記

1.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。
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関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その8)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その8)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300

上部構造耐震補強施工時

注記

1.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。
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関本高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その9)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

関本高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その9)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

正 面 図 S=1:300

上部構造耐震補強施工時

平 面 図 S=1:300

側 面 図 S=1:300

注記

1.正面図の寸法は下部工の構造中心における寸法を示す。

2.P17橋脚、A2橋台の( )内寸法は下部工起点側における橋軸直角方向寸法を示す。

3.図中の地番及び地番界は建設時のもののため現在と異なる。
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令和 ８ 年 ６ 月

東日本高速道路株式会社

関東支社　水戸管理事務所

関本高架橋耐震補強工事

常磐自動車道

設 計 図
【中妻高架橋(上り線)】



1 中妻高架橋（上り線） 位置図

2 中妻高架橋（上り線） 数量総括表

3 ， 4 中妻高架橋（上り線） 耐震補強全体一般図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

5 中妻高架橋（上り線） P1橋脚　炭素繊維巻立て補強詳細図

6 中妻高架橋（上り線） P2橋脚　炭素繊維巻立て補強詳細図

7 中妻高架橋（上り線） A1橋台　落橋防止構造C1　配置図

8 中妻高架橋（上り線） A2橋台　落橋防止構造C1　配置図

9 ， 10 中妻高架橋（上り線） A1橋台　落橋防止構造C1　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

11 ， 12 中妻高架橋（上り線） A2橋台　落橋防止構造C1　詳細図 ( その 1 ) ～ ( その 2 )

13 中妻高架橋（上り線） A2橋台　縁端拡幅工B　配筋図

14 中妻高架橋（上り線） A1橋台　横変位拘束構造M　詳細図

15 中妻高架橋（上り線） A2橋台　横変位拘束構造M　詳細図

16 中妻高架橋（上り線） 塗替塗装・塗膜除去工　塗分け区分図

17 ～ 19 中妻高架橋（上り線） 施工要領図（参考図） ( その 1 ) ～ ( その 3 )

20 中妻高架橋（上り線） A2橋台　工事用道路整備工図

21 中妻高架橋（上り線） 仮設工図

22 ～ 25 中妻高架橋（上り線） 足場工図（参考図） ( その 1 ) ～ ( その 4 )

26 中妻高架橋（上り線） P2橋脚耐震補強施工時 作業ヤード図（参考図）

常磐自動車道　関本高架橋耐震補強工事

中妻高架橋（上り線） 耐震補強設計図

図面目次

図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称



中妻高架橋（上り線）
KP.143.084～KP.143.179

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) 位置図

常磐自動車道

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

位置図

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図 示

S=1:62500

注記）この図はGEOSPACE CDSプラス（電子地図）の地図をもとに大日本ダイヤコンサルタント株式会社が作成したもの。
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中妻高架橋 (上り線)　数量総括表

中妻高架橋 (上り線)

数量総括表
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

— 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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中妻高架橋(上り線) 耐震補強全体一般図(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

中妻高架橋(上り線)

耐震補強全体一般図(その1)

施工会社名

上 り 線

測量中心

下 り 線

平 面 図 縮尺=1:500

支持地盤

2
5
3
5

2
4
6
0

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

1
55
0

5
5
5
0

炭素繊維巻立て補強

1
4
0
0

5
55
0

縁端拡幅工B
(t=250)

落橋防止構造C1
ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造C1
ブロック型ゴム被覆チェーン

炭素繊維巻立て補強

3
6
2
1

7
77
1

14914

1500

1500

コンクリート構造物
試料採取

横変位拘束構造M
横変位拘束構造M

普
通

河
川

横
手

川北
茨

城
市道

2292
号

線

S
T
A
.1
8
3

+
2
0

+
4
0

+
6
0

S
T
A
.
1
84

+
2
0

+
4
0

+
6
0

103518636418

9316

13465178500

1
0
9
0
2

1
12
85

1
12

8 8

1
0
9
04

1346

517

18636419 1035

9317

12736

7
5
0
0

2
5
0
0

1
0
0
0
0

2
5
0
0

5
0
0
0

1500

5400

7
5
0
0

2
5
0
0

5
00
0

2
5
0
0

2
5
0
0

8
4
0
0

1
0
0
00

1300
2000

8000
14400

165782861346

14914

6500111862071

15541657

6500

1554

11
8
53

1
1
8
6 7

1500

P1

1500

P1

5400

P2

1500

P2

A1

A1 A2

至　北茨城IC

下り線

上り線

至　いわき勿来IC

下り線

上り線

旧
道

75°

落橋防止構造C1
ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造C1
ブロック型ゴム被覆チェーン

炭素繊維巻立て補強

+
8
0

炭素繊維巻立て補強

2
50
0

1
0
0
0
0

5400

8
4
0
0

1500

5400

2
50
0

5
0
0
0

2
50
0

5
0
0
0

1
0
0
0
0

2
37

2 02
2
9
0
2 75°

8286

11186

1346

2071

1600

縁端拡幅工B
(t=250)

横変位拘束構造M

横変位拘束構造M

北
茨

城
市

道

229
2号

線

北茨城市道
2289号線

←
 普

通
河

川

　　横
手

川

（二
級

河
川

花
園

川
へ

流
入

）

認
定

外
道

路

花
園

川

河
川

管
理

用
通

路

凡 例

炭素繊維巻立て補強

注記

1.完成図を基に作成している。
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凡 例

炭素繊維巻立て補強

注記

1.完成図を基に作成している。
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2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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中妻高架橋(上り線) P1橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図 S=1:250

中妻高架橋(上り線) P1橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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2.実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうものとする。

1.　　は補強部（炭素繊維シート）を示す。

4.既設コンクリート及び炭素繊維シートの接触面は、電動工具

　による表面処理を行なうこと。

3.角部の面取りは、R=50mmとする。

注記

5.炭素繊維巻立て表面仕上げ工は、仕上げ材A（ポリマーセメント

　モルタルt=1mm）とする。
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中妻高架橋(上り線) P2橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図
図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる

既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

2.

3.

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.

とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。

なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

による表面処理を行うこと。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 落橋防止構造C1 配置図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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落橋防止構造 C1-863B

ブロック型ゴム被覆チェーン n=3本
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ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造 C1-863B

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造 C1-863B

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造 C1-863B

ブロック型ゴム被覆チェーン n=3本
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横変位拘束構造M

鋼製ブラケットB(下部工付)

横変位拘束構造M

鋼製ブラケットB(上部工付)

横変位拘束構造M

鋼製ブラケットB(下部工付)

横変位拘束構造M

鋼製ブラケットB(上部工付)

横変位拘束構造M

75
.2
°

死荷重反力

設計水平力

1本当たりの引張力

設計移動量

1600kN

2400kN

863kN

412mm

1
3
0
0

縁端拡幅工B

RC構造（t=250mm）

縁端拡幅工B

RC構造（t=250mm）

縁端拡幅工B

RC構造（t=250mm）

縁端拡幅工B

RC構造（t=250mm）

15

4
4
9

無収縮モルタル

注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる

既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

コンクリート

σck = 30N/mm2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

4.

6.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に5.

配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.

とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。

なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

落橋防止構造C1

中妻高架橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C1 配置図 S=1:75

落橋防止構造 C1-863B

上部工補強材

上部工付ブラケット

上部工補強材

上部工付ブラケット

上部工補強材

上部工付ブラケット

3.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

による表面処理を行うこと。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造C1 配置図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

8/26

120/246



落橋防止構造 C1-773B

上部工付ブラケット
TYPE-1(G-1桁)
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上部工付ブラケット
TYPE-3(G-5桁)
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ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図)
設計荷重(773kN)

ピン詳細
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*3 製品計算重量: 90.3 kgf

*1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末リンクの防錆仕様は、HDZT77とする。
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名　　　称

ブロック型ゴム被覆チェーン

材料表（落橋防止構造1箇所当り）

丸鋼（R.B）

ナット

座金

割りピン

規　　　格

773kN

φ60×335

M60 1種

M60

φ10×90

単位 数 量

本

個

個

枚

本

1

2

4

4

4

SCM435

SS400

SS400

SUS304

摘　　　　　要

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。

9.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その1) S=1:25
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落橋防止構造 C1-773B

鋼製ブラケット
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b部詳細図

6-Anc Bolt  D38×680 (SD345)

6-1種 Nut   M36(SS400)
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6-Washer    M36(SS400)
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ベースプレート
不陸調整樹脂パテ材

シーリング材

シーリング詳細図 S=1:5

t=5mm

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

9.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。
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1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

9.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。

2456255

110

アンカーボルト長 680

定着長 570

ネジ切り長

110削孔長 580

削
孔
径

φ
4
8

アンカーボルトD38x680
(M36ネジ切り L=110)

樹脂アンカー 1種ナット(M36用)

3種ナット(M36用)

ワッシャー(M36用)

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

下部アンカーボルト詳細図 S=1:10

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その2) S=1:25

10/26

122/246



落橋防止構造 C1-863B

上部工付ブラケット
TYPE-1(G-1、G-5桁)
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2-Rib PL  409x32x770 (SM570)

1-Base PL 300x32x800 (SM570)

8-TCB M22x110(S10T)2W

上部工付ブラケット
TYPE-2(G-3桁)
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2-Rib PL  409x32x820 (SM570)
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ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図)
設計荷重(863kN)

ピン詳細
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*3 製品計算重量: 90.3 kgf

*1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末リンクの防錆仕様は、HDZT77とする。

4-Washer M60 (SS400)

4-Nut M60(1種）(SS400)

2-R.B φ60×335(SCM435)

4-割ピンφ10×90 (SUS304)

M60 M60
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a部詳細図
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R7
1
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120 85 85 4x120=480
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（ ）内数値はG-3桁の値を示す。

P2側 A2側 P2側 A2側

∅2
6.
5
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6.
5

120 5x96=480 120

120 5x96=480 120 85 85

名　　　称

ブロック型ゴム被覆チェーン

材料表（落橋防止構造1箇所当り）

丸鋼（R.B）

ナット

座金

割りピン

規　　　格

863kN

φ60×335

M60 1種

M60

φ10×90

単位 数 量

本

個

個

枚

本

1

2

4

4

4

SCM435

SS400

SS400

SUS304

摘　　　　　要

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

9.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その1) S=1:25
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落橋防止構造 C1-863B

鋼製ブラケット
TYPE-1(G-1桁)
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(製作数:1基)

b部詳細図

6-Anc Bolt  D38×930 (SD345)

6-1種 Nut   M36(SS400)

6-3種 Nut   M36(SS400)

6-Washer    M36(SS400)
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1-Rib PL  361x32x600 (SM570)

2-Rib PL  150x25x247 (SM570)

1-Rib PL  337x32x600 (SM570)

1-Base PL 630x25x570 (SM570)

2-Rib PL  150x25x207 (SM570)

(製作数:1基)

6-Anc Bolt  D38×930 (SD345)
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1-Rib PL  361x32x600 (SM570)

2-Rib PL  150x25x197 (SM570)

1-Rib PL  337x32x600 (SM570)

1-Base PL 630x25x570 (SM570)

2-Rib PL  150x25x257 (SM570)

(製作数:1基)

6-Anc Bolt  D38×930 (SD345)

6-1種 Nut   M36(SS400)

6-3種 Nut   M36(SS400)

6-Washer    M36(SS400)
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ベースプレート

シーリング材

シーリング詳細図 S=1:5

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

9.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。
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(製作数:1基)

b部詳細図

6-Anc Bolt  D38×930 (SD345)

6-1種 Nut   M36(SS400)

6-3種 Nut   M36(SS400)

6-Washer    M36(SS400)
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2-Rib PL  150x25x247 (SM570)

1-Rib PL  337x32x600 (SM570)

1-Base PL 630x25x570 (SM570)

2-Rib PL  150x25x207 (SM570)

(製作数:1基)
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2-Rib PL  150x25x197 (SM570)

1-Rib PL  337x32x600 (SM570)

1-Base PL 630x25x570 (SM570)

2-Rib PL  150x25x257 (SM570)

(製作数:1基)

6-Anc Bolt  D38×930 (SD345)

6-1種 Nut   M36(SS400)

6-3種 Nut   M36(SS400)
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ベースプレート

シーリング材

シーリング詳細図 S=1:5

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.K形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

9.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

8.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。

2456255

110

アンカーボルト長 930

定着長 570

ネジ切り長

110削孔長 580

削
孔
径

φ
4
8

アンカーボルトD38x930
(M36ネジ切り L=110)

樹脂アンカー 1種ナット(M36用)

3種ナット(M36用)

ワッシャー(M36用)

不陸調整樹脂パテ材
t=5mm

下部アンカーボルト詳細図 S=1:10

10

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

縁端拡幅工 250

250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C1 詳細図(その2) S=1:25
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鉄筋曲げ加工表

主 L

筋

記 号 径

D16

長さ 本数

82

単位重量 １本当り重量 重量 摘　要

径

D16

D19

合計

鉄筋質量 kg

kg

kg

鉄筋質量表

1.56 2.841820

423

D16 10 1.56 7.805000

(SD345)

D19 78 1.672.25 740

233

78

130

130

553

H

H

1S
2

D16 10 1.56 11.237200 112H

1-1

1-2

SD345

注記

干渉しないよう、鉄筋探査を実施し、本図と異なる

既設コンクリートに対する削孔の際には、既設鉄筋と

既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は、

コンクリート

σck = 30N/mm 2

鉄　筋

SD345

補強部材の材質は以下のとおりとする。

2.

3.

5.

鉄筋の継手位置は１断面に集中させないように交互に4.

配置すること。

WJによる表面処理を行なうこと。

実施にあたっては、現場計測の上、確認を行なうもの1.

とする。

場合には必要に応じて別途見直しを行うこと。

なお、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

50135 150

135

5000
7199

450

5
28

1
1
9
4

141

2
59

中妻高架橋(上り線) A2橋台 縁端拡幅工B 配筋図 S=1:75

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 縁端拡幅工B 配筋図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所
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 "a"部詳細図 S=1:10
6 - 6

緩衝ゴム詳細図 

A - A

A A

BB

B - B

鋼製ブラケットB

1 - 1

1 1

2 2

2 - 2

3 - 3 4 - 4 5 - 5

鋼製ブラケットB

2-Web PL 620×22×663

1-Base PL 700×36×720(SM490YB)

1-Flg PL 635×22×720

(製作数:1基)

 7-Anc Bolt  D41×775 (SD345)

 7-1種 Nut   M39(SS400)

 7-3種 Nut   M39(SS400)

 7-Washer    M39(SS400)

2-Rib PL 174×22×600

2-Web PL 100×16×175

1-Base PL 376×40×392(SM490B)

1-Flg PL 100×22×356

(製作数:1基)

2-Flg PL 98×22×170

2-Base PL 155×22×372

8-SPL PL 155×12×170

170

170

8-TCB　M22x75（S10T）

8-TCB　M22x85（S10T）

16-TCB　M22x70（S10T）

4-BN M16×95（2-W付）

1-緩衝ゴム 376×50×392(クロロプレンゴム硬度55°±5°程度)

M16

緩 衝 材

（クロロプレンゴム）

φ
40

25 25

4050

1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.Ｋ形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

8.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

φ
1
9

1
0

φ
4
0

φ
1
9

50

25 25

9

注記

9.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング
  による表面処理を行うこと。

(上部工付) (下部工付)

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:10
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アンカーボルトD41x775
(M39ネジ切り L=160)

樹脂アンカー

1種ナット(M39用)

3種ナット(M39用)

ワッシャー(M39用)

削孔径

φ51

1
0

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

無収縮モルタル

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A1橋台 横変位拘束構造M 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) A1橋台 横変位拘束構造M 詳細図 S=1:25
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鋼製ブラケットB

2-Web PL 613×22×813

1-Base PL 740×32×850(SM490B)

1-Flg PL 628×22×740

(製作数:1基)

 8-Anc Bolt  D41×770 (SD345)

 8-1種 Nut   M39(SS400)

 8-3種 Nut   M39(SS400)

 8-Washer    M39(SS400)

2-Rib PL 184×22×593

2-Web PL 100×16×175

1-Base PL 376×40×392(SM490B)

1-Flg PL 100×22×356

(製作数:1基)

2-Flg PL 98×22×170

2-Base PL 155×22×372

8-SPL PL 155×12×170

170
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8-TCB　M22x75（S10T）

8-TCB　M22x85（S10T）

16-TCB　M22x70（S10T）

4-BN M16×95（2-W付）

1-緩衝ゴム 376×50×392(クロロプレンゴム硬度55°±5°程度)
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1.材質は、特記以外すべてSM400Aとする。

7.施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

6.アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

  アンカーボルト、ナット、ワッシャーは、HDZT49とする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.鋼製ブラケットの亜鉛めっき量は、JIS H8641 HDZT77

  あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

  既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

4.詳細寸法は、現地実測の上決定の事。

5.Ｋ形・レ形溶接は完全溶け込み溶接とすること。

8.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

  新設部材：φ26.5とする。

注記

9.無収縮モルタル及び樹脂パテ材の施工前にチッピング

  による表面処理を行うこと。

(上部工付) (下部工付)

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:10
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1種ナット(M39用)
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ワッシャー(M39用)

削孔径
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1
0

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

無収縮モルタル

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 横変位拘束構造M 詳細図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) A2橋台 横変位拘束構造M 詳細図 S=1:25
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記号凡例

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線)  塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図 S=1:25
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中妻高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その1)

平面図 

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

側面図

橋脚耐震補強施工時

S=1:400

注記

1.作業ヤード造成時の土砂は、関本高架橋 土取場から

　搬入するものとする。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削場所近傍の土砂を使用するものとする。

3.作業ヤード撤去時の土砂は、関本高架橋 盛土場へ

　搬出するものとする。
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中妻高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その2) S=1:250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その2)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平面図 

吊荷重

油圧圧入引抜機吊込み時

W1＝サイレントパイラー ＝ 5.4t

W2＝フック　　　　　　 ＝ 0.2t

　　　　　　　　　　　W＝ 5.6t

定格荷重　R＝5.5m時

Wa＝6.35t ＞ 5.6t … OK

P2橋脚 鋼矢板打設時
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中妻高架橋(上り線) 施工要領図(参考図)(その3)

平面図 

側面図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

施工要領図(参考図)(その3)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

落橋防止システム設置時

S=1:400

注記

1.工事用道路造成時の土砂は、関本高架橋 土取場から

　搬入するものとする。

2.工事用道路撤去時の土砂は、関本高架橋 盛土場へ

　搬出するものとする。
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中妻高架橋(上り線) A2橋台 工事用道路整備工 詳細図(参考図)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

A2橋台 工事用道路整備工 詳細図(参考図)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

横断図

1-1

S=1:150平面図 S=1:250

注記

1.工事用道路造成時の土砂は、関本跨線橋 土取場から

  搬入するものとする。

2.工事用道路撤去時の土砂は、関本高架橋 盛土場へ

  搬出するものとする。
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中妻高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その1)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その1)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平面図 側面図

S=1:200

正面図

P1橋脚耐震補強施工時
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その2)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平面図 1-1

A-A

正面図

中妻高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その2) S=1:200

P2橋脚耐震補強施工時

注記

1.作業ヤード造成時の土砂は、関本高架橋 土取場から

　搬入するものとする。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削場所近傍の土砂を使用するものとする。

3.作業ヤード撤去時の土砂は、関本高架橋 盛土場へ

　搬出するものとする。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平面図 側面図 正面図

中妻高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その3)

中妻高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その3)

S=1:200
A1橋台落橋防止構造設置時
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

平面図 側面図 正面図

中妻高架橋(上り線) 足場工図(参考図)(その4)

中妻高架橋(上り線)

足場工図(参考図)(その4)

S=1:200
A2橋台落橋防止構造設置時

25/26

137/246



図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

中妻高架橋(上り線) P2橋脚耐震補強施工時

作業ヤード図(参考図)

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

常磐自動車道

関本高架橋耐震補強工事

水戸管理事務所

中妻高架橋(上り線) P2橋脚耐震補強施工時 作業ヤード図(参考図)

平面図 A-A

S=1:200

注記

1.作業ヤード造成時の土砂は、関本高架橋 土取場から

　搬入するものとする。

2.構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、

　掘削場所近傍の土砂を使用するものとする。

3.作業ヤード撤去時の土砂は、関本高架橋 盛土場へ

　搬出するものとする。
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